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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　発信デバイスにおいて、ワイヤレス通信ネットワークに呼セッション要求メッセージを
送信することによって、宛先デバイスとの呼セッションを開始することと、
　前記呼セッションを受信するために前記宛先デバイスが利用できることを示す、前記呼
セッション要求メッセージに応答しての呼確認メッセージを受信することと、ここにおい
て、前記呼確認メッセージは、前記呼セッション要求メッセージに応答して前記宛先デバ
イスから受信される応答メッセージに少なくとも部分的に基づく、
　前記発信デバイスにおいて前記呼確認メッセージを受信したことに少なくとも部分的に
基づいて、前記宛先デバイスにデータメッセージを送信することと、
　前記データメッセージが送信された後および前記発信デバイスと前記宛先デバイスとの
間のトラフィックチャネルの確立前に前記呼セッションを終了することと、を備え、
　前記呼セッションを終了することは、
　前記呼セッションに関連するトラフィックを搬送するための前記トラフィックチャネル
を確立するために前記ワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャネル設定メッセ
ージを受信することに応答して前記ワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答（ＮＡＣＫ
）メッセージを送信すること
　を備える、方法。
【請求項２】
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　前記開始することは、
　前記宛先デバイスとの前記呼セッションを確立するための要求を、前記発信デバイスか
ら前記ワイヤレス通信ネットワークに送信すること
　を備え、
　前記要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記宛先デバイスにおいて前記データメッセージが受信されたことを示す肯定応答メッ
セージを前記宛先デバイスから受信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記発信デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成さ
れたモバイルデバイスである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記宛先デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成さ
れたモバイルデバイスである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセージを備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　通信デバイスであって、
　ワイヤレス通信ネットワークに呼セッション要求メッセージを送信することによって宛
先デバイスとの呼セッションを開始するための手段と、
　前記呼セッションを受信するために前記宛先デバイスが利用できることを示す、前記呼
セッション要求メッセージに応答しての呼確認メッセージを受信するための手段と、ここ
において、前記呼確認メッセージは、前記呼セッション要求メッセージに応答して前記宛
先デバイスから受信される応答メッセージに少なくとも部分的に基づく、
　前記通信デバイスにおいて前記呼確認メッセージを受信したことに少なくとも部分的に
基づいて、前記宛先デバイスにデータメッセージを送信するための手段と、
　前記データメッセージが送信された後および前記通信デバイスと前記宛先デバイスとの
間のトラフィックチャネルの確立前に前記呼セッションを終了するための手段と、を備え
、
　前記呼セッションを終了するための前記手段は、
　前記呼セッションに関連するトラフィックを搬送するための前記トラフィックチャネル
を確立するために前記ワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャネル設定メッセ
ージを受信することに応答して前記ワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答（ＮＡＣＫ
）メッセージを送信するための手段
　を備える、通信デバイス。
【請求項９】
　開始するための前記手段は、
　前記宛先デバイスとの前記呼セッションを確立するための要求を、前記通信デバイスか
ら前記ワイヤレス通信ネットワークに送信するための手段
　を備え、
　前記要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを備える、
　請求項８に記載の通信デバイス。
【請求項１０】
　前記宛先デバイスにおいて前記データメッセージが受信されたことを示す肯定応答メッ
セージを前記宛先デバイスから受信するための手段
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　をさらに備える、請求項８に記載の通信デバイス。
【請求項１１】
　前記通信デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成さ
れたモバイルデバイスを備える、請求項８に記載の通信デバイス。
【請求項１２】
　前記宛先デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成さ
れたモバイルデバイスである、請求項８に記載の通信デバイス。
【請求項１３】
　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセージを備える
、請求項８に記載の通信デバイス。
【請求項１４】
　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、請求項８に記載の通信デバイス。
【請求項１５】
　発信デバイスからデータメッセージを送信するためのコンピュータプログラムであって
、
　　前記発信デバイスによって、ワイヤレス通信ネットワークに呼セッション要求メッセ
ージを送信することによって宛先デバイスとの呼セッションを開始するためのコードと、
　　前記呼セッションを受信するために前記宛先デバイスが利用できることを示す、前記
呼セッション要求メッセージに応答しての呼確認メッセージを受信するためのコードと、
ここにおいて、前記呼確認メッセージは、前記呼セッション要求メッセージに応答して前
記宛先デバイスから受信される応答メッセージに少なくとも部分的に基づく、
　　前記発信デバイスにおいて前記呼確認メッセージを受信したことに少なくとも部分的
に基づいて、前記宛先デバイスに前記データメッセージを送信するためのコードと、
　　前記データメッセージが送信された後および前記発信デバイスと前記宛先デバイスと
の間のトラフィックチャネルの確立前に前記呼セッションを終了するためのコードと、を
備え、
　前記呼セッションを終了するための前記コードは、
　前記呼セッションに関連するトラフィックを搬送するための前記トラフィックチャネル
を確立するために前記ワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャネル設定メッセ
ージを受信することに応答して前記ワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答（ＮＡＣＫ
）メッセージを送信するためのコード
　を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記呼セッションを開始するための前記コードは、
　前記宛先デバイスとの前記呼セッションを確立するための要求を、前記発信デバイスか
ら前記ワイヤレス通信ネットワークに送信するためのコード
　を備え、
　前記要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを備える、
　請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記宛先デバイスにおいて前記データメッセージが受信されたことを示す肯定応答メッ
セージを前記宛先デバイスから受信するためのコード
　をさらに備える、請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記発信デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成さ
れたモバイルデバイスである、請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　前記宛先デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成さ
れたモバイルデバイスである、請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２０】
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　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセージを備える
、請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、請求項１５に記載のコンピュータプ
ログラム。
【請求項２２】
　通信デバイスであって、
　　ワイヤレス通信ネットワークに呼セッション要求メッセージを送信することによって
宛先デバイスとの呼セッションを開始し、
　　前記呼セッションを受信するために前記宛先デバイスが利用できることを示す、前記
呼セッション要求メッセージに応答しての呼確認メッセージを受信し、ここにおいて、前
記呼確認メッセージは、前記呼セッション要求メッセージに応答して前記宛先デバイスか
ら受信される応答メッセージに少なくとも部分的に基づく、
　　前記呼確認メッセージを受信したことに少なくとも部分的に基づいて、前記宛先デバ
イスにデータメッセージを送信し、
　　前記データメッセージが送信された後および前記通信デバイスと前記宛先デバイスと
の間のトラフィックチャネルの確立前に前記呼セッションを終了する
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記呼セッションを終了するために、前記呼セッ
ションに関連するトラフィックを搬送するための前記トラフィックチャネルを確立するた
めに前記ワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャネル設定メッセージを受信す
ることに応答して前記ワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答（ＮＡＣＫ）メッセージ
を送信するようにさらに構成される、通信デバイス。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記宛先デバイスとの前記呼セッションを確立するための要求を、前記通信デバイスか
ら前記ワイヤレス通信ネットワークに送信する
　ようにさらに構成され、
　前記要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを備える、
　請求項２２に記載の通信デバイス。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記宛先デバイスにおいて前記データメッセージが受信されたことを示す肯定応答メッ
セージを前記宛先デバイスから受信する
　ようにさらに構成される、請求項２２に記載の通信デバイス。
【請求項２５】
　前記通信デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成さ
れたモバイルデバイスを備える、請求項２２に記載の通信デバイス。
【請求項２６】
　前記宛先デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成さ
れたモバイルデバイスである、請求項２２に記載の通信デバイス。
【請求項２７】
　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセージを備える
、請求項２２に記載の通信デバイス。
【請求項２８】
　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、請求項２２に記載の通信デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本発明の実施形態は、概して、通信システムに関し、より詳細には、メッセージ
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の配信を可能にする際に使用するための実時間メッセージ送達に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）は、その導入以来、モバイルデバイス間
および／または固定回線デバイス間でショートテキストメッセージを送信するために広く
採用されてきた。たとえば、世界中の３７億人を超える人々が、ＳＭＳテキストメッセー
ジングを使用し、ＳＭＳテキストメッセージングを世界で最も広く使用されるモバイルデ
ータアプリケーションにした。マルチメディアメッセージングサービス（ＭＭＳ）、およ
び／またはアドレス指定するためのモバイルデバイス番号を使用して音声、画像、もしく
は他のデータがモバイルデバイスからもしくはモバイルデバイスに送信されるのを可能に
する他のタイプのメッセージングを含む、他のタイプのメッセージングの利用も増加して
いる。いくつかのコンテキストでは、ＳＭＳという用語は、ＭＭＳを含む任意のタイプの
メッセージングを指すために使用され得る。
【０００３】
　[0003]概して、モバイルデバイスメッセージングサービスは、蓄積／転送機構を使用し
て動作する。これらの蓄積／転送機構では、発信デバイスは、メッセージをネットワーク
に送信する。ネットワークは、メッセージを蓄積し、他のシグナリングオーバーヘッドま
たは宛先デバイスとネットワークとの間の通信に基づいて、送達が都合のよいときに宛先
デバイスにメッセージを転送することができる。いくつかのシナリオでは、ネットワーク
は、宛先デバイスに関連する異なるネットワークにメッセージをルーティングすることが
できる。モバイルメッセージングサービスの蓄積／転送アーキテクチャは、発信デバイス
のユーザがメッセージを送信するときと、宛先デバイスがメッセージを受信するときとの
間の時間遅延につながる可能性がある。加えて、大部分のメッセージングサービスは、い
かなるサービス保証も含まない。メッセージングサービスは、メッセージが宛先デバイス
によってまったく受信されない、メッセージが失われたことを示さないこともあるなど、
ネットワーク輻輳またはシグナリングプロトコル障害などの要因によりメッセージを遅延
させる、またはメッセージを欠落させる可能性さえある。
【０００４】
　[0004]これらのメッセージングサービスはまた、信頼性がない一方、様々な通知、モバ
イルバンキング、アクセス制御、および／またはソーシャルメディア目的などの、ユーザ
間でメッセージを送信する以外の目的でますます使用されている。たとえば、いくつかの
バンキングセキュリティシステムは、アカウントに関連付けられたユーザが特定のトラン
ザクションを行っていることを検証するためにＳＭＳを使用する。銀行は、アカウントを
含む銀行取引を行うことを顧客が試みる際、バンキングアカウントに関連付けられたモバ
イル番号にトランザクション識別子を送信する可能性がある。トランザクション識別子が
、個人識別番号、および／またはトランザクションを完了するための他の制御識別子に加
えて必要とされ得る。これらおよび他のタイムクリティカルなおよび／または優先度の高
いアプリケーションでは、モバイルメッセージングサービスの蓄積／転送機構の遅延また
は一貫性のない動作は、ユーザに重大な問題をもたらし得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]以下で、本開示の１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのよう
な態様の簡略化された概要を提示する。この概要は、本開示のすべての企図された特徴の
包括的な概観ではなく、本開示のすべての態様の主要または重要な要素を識別するもので
も、本開示のいずれかまたはすべての態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的
は、後で提示するより詳細な説明の導入として、本開示の１つまたは複数の態様のいくつ
かの概念を簡略化された形で提示することである。
【０００６】
　[0006]説明される実施形態は、モバイルデバイスまたはショートメッセージエンティテ
ィ（ＳＭＥ）などの発信デバイスと、モバイルデバイスまたはＳＭＥなどの宛先デバイス
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との間の実時間ＳＭＳメッセージングを提供する。実時間ＳＭＳメッセージングは、コア
ネットワークを介して発信デバイスと宛先デバイスとの間の呼セッションを開始し、呼セ
ッション内でＳＭＳメッセージを送信し、専用の呼トラフィックリソースの確立前に呼セ
ッションを終了することによって提供され得る。実時間メッセージ用の発信デバイスは、
ネットワークに呼セッション設定メッセージを送信することによって呼セッションを開始
し得る。呼セッション設定メッセージは、たとえば、発信デバイスが宛先デバイスとの音
声呼を確立しようと試みていることを示し得る。ネットワークは、宛先デバイスをページ
ングするか、または場合によっては呼に応答するために宛先デバイスが利用できるかどう
かを決定することができる。ＳＭＳメッセージは、呼に応答するために宛先デバイスが利
用できるという呼確認を発信デバイスが受信する際に送信され得る。次いで、呼セッショ
ンは、呼セッションに関連する、トラフィック無線ベアラおよび／またはトラフィックチ
ャネルの確立前に終了する可能性がある。
【０００７】
　[0007]いくつかの実施形態では、ＳＭＳメッセージを送信する前に発信デバイスと宛先
デバイスとの間の呼セッションを確立するための音声呼設定プロシージャを使用すること
によって実時間メッセージングを提供するために、既存のモバイルプロトコルスタックが
使用され得る。次いで、ＳＭＳメッセージを送信し、ＳＭＳメッセージが宛先デバイスに
よって受信されたという肯定応答を受信するために、メッセージングプロシージャが使用
され得る。呼セッションは、呼のためのトラフィックチャネルの確立前に終了する可能性
がある。
【０００８】
　[0008]いくつかの実施形態では、発信デバイス、ネットワーク、および／または宛先デ
バイス間の呼セッション設定シグナリングにおける実時間ＳＭＳセッションタイプの表示
を提供するために、呼セッションプロトコルスタックが拡張される。これらの実施形態で
は、発信デバイスは、ネットワークに呼設定メッセージを送信し、呼設定の理由が宛先デ
バイスに実時間ＳＭＳを送信することであるというメッセージに示すことができる。ネッ
トワークは、呼設定の理由が実時間ＳＭＳメッセージであることを呼設定メッセージング
において宛先デバイスに示すことができる。様々な実施形態によれば、実時間ＳＭＳメッ
セージングは、付加価値サービスとして提供され得る。
【０００９】
　[0009]いくつかの実施形態は、発信デバイスによって実行され得るワイヤレス通信ネッ
トワークを介した実時間メッセージングのための方法を対象とする。いくつかの実施形態
では、ワイヤレス通信のための方法は、発信デバイスにおいて、ワイヤレス通信ネットワ
ークを介して宛先デバイスとの呼セッション（たとえば、音声呼セッション）を開始する
ことと、呼セッションを受信するために宛先デバイスが利用できることを示す呼確認メッ
セージを受信することと、宛先デバイスにデータメッセージ（たとえば、ＳＭＳメッセー
ジ）を送信することと、発信デバイスと宛先デバイスとの間のトラフィックチャネルの確
立前に呼セッションを終了することとを含む。呼セッションを開始することは、ワイヤレ
ス通信ネットワークに宛先デバイスとの呼セッションを確立するための要求を送信するこ
とを含み得る。実施形態では、呼セッションを確立するための要求は、実時間メッセージ
サービスタイプのインジケータを含む。本方法は、宛先デバイスにおいてデータメッセー
ジが受信されたことを示す肯定応答メッセージを宛先デバイスから受信することを含み得
る。呼セッションの終了は、呼セッションに関連するトラフィックを搬送するためのトラ
フィックチャネルを確立するためにワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャネ
ル設定メッセージを受信することに応答してワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答メ
ッセージを送信することを含み得る。発信デバイスおよび／または宛先デバイスは、ワイ
ヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成されたモバイルデバイスであり得る
。
【００１０】
　[0010]いくつかの実施形態は、ワイヤレス通信ネットワークのエンティティによって実



(7) JP 6067881 B2 2017.1.25

10

20

30

40

50

行され得る、ワイヤレス通信ネットワークを介した実時間メッセージングのための方法を
対象とする。いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信のための方法は、宛先デバイスに
サービスするワイヤレス通信ネットワークのネットワークノードにおいて、宛先デバイス
との呼セッション（たとえば、音声呼セッション）を確立するための発信デバイスからの
呼セッション要求を受信することと、ここにおいて、前記呼セッション要求は、実時間メ
ッセージサービスタイプのインジケータを含む、呼セッションをサポートするために宛先
デバイスへの接続を確立することと、宛先デバイスへの送達のために発信デバイスからデ
ータメッセージ（たとえば、ＳＭＳメッセージ）を受信することと、確立された接続内で
宛先デバイスにデータメッセージを転送することとを含む。本方法は、実時間メッセージ
サービスタイプのインジケータを備える呼設定メッセージを宛先デバイスに送信すること
を含み得る。本方法は、宛先デバイスにおいて、ワイヤレス通信ネットワークからの呼セ
ッションを確立するための要求に対応するページングシグナリングを受信することと、前
記ページングシグナリングは、実時間メッセージサービスタイプインジケータを備える、
ワイヤレス通信ネットワークへのアラートメッセージングの送信を抑制することとを含み
得る。本方法は、宛先デバイスからアラートメッセージを受信することと、発信デバイス
までのアラートメッセージの転送を抑制することとを含み得る。
【００１１】
　[0011]いくつかの実施形態は、ワイヤレス通信ネットワークを介した実時間メッセージ
ングのためのデバイスを含む。実施形態では、通信デバイスは、ワイヤレス通信ネットワ
ークを介して宛先デバイスとの呼セッション（たとえば、音声呼セッション）を開始する
ための手段と、呼セッションを受信するために宛先デバイスが利用できることを示す呼確
認メッセージを受信するための手段と、宛先デバイスにデータメッセージ（たとえば、Ｓ
ＭＳメッセージ）を送信するための手段と、通信デバイスと宛先デバイスとの間のトラフ
ィックチャネルの確立前に呼セッションを終了するための手段とを含む。開始するための
手段は、宛先デバイスとの呼セッションを確立するための要求を、通信デバイスからワイ
ヤレス通信ネットワークに送信するための手段を含むことができ、前記要求は、実時間メ
ッセージサービスタイプのインジケータを備える。本通信デバイスは、宛先デバイスにお
いてデータメッセージが受信されたことを示す肯定応答メッセージを宛先デバイスから受
信するための手段を含み得る。呼セッションを終了するための手段は、呼セッションに関
連するトラフィックを搬送するためのトラフィックチャネルを確立するためにワイヤレス
通信ネットワークからトラフィックチャネル設定メッセージを受信することに応答してワ
イヤレス通信ネットワークに非肯定応答メッセージを送信するための手段を含み得る。通
信デバイスは、ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成されたモバイル
デバイスであり得る。宛先デバイスは、ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するよ
うに構成されたモバイルデバイスであり得る。
【００１２】
　[0012]いくつかの実施形態は、ワイヤレス通信ネットワークを介した実時間メッセージ
ングのためのシステムを含む。実施形態では、ワイヤレス通信システムは、ワイヤレス通
信システムのネットワークノードにおいて、ワイヤレス通信システムによってサービスさ
れる、宛先デバイスとの呼セッション（たとえば、音声呼セッション）を確立するための
発信デバイスからの呼セッション要求を受信するための手段と、ここにおいて、前記呼セ
ッション要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを含む、呼セッション
をサポートするために宛先デバイスへの接続を確立するための手段と、宛先デバイスへの
送達のために発信デバイスからデータメッセージ（たとえば、ＳＭＳメッセージ）を受信
するための手段と、確立された接続内で宛先デバイスにデータメッセージを転送するため
の手段とを含む。ワイヤレス通信システムは、実時間メッセージサービスタイプのインジ
ケータを備える呼設定メッセージを宛先デバイスに送信するための手段を含み得る。ワイ
ヤレス通信システムは、宛先デバイスにおいて、ワイヤレス通信システムからの呼セッシ
ョンを確立するための要求に対応するページングシグナリングを受信するための手段と、
前記ページングシグナリングは、実時間メッセージサービスタイプインジケータを備える



(8) JP 6067881 B2 2017.1.25

10

20

30

40

50

、ワイヤレス通信システムへのアラートメッセージングの送信を抑制するための手段とを
含み得る。ワイヤレス通信システムは、宛先デバイスからアラートメッセージを受信する
ための手段と、発信デバイスまでのアラートメッセージの転送を抑制するための手段とを
含み得る。
【００１３】
　[0013]いくつかの実施形態は、発信デバイスから宛先デバイスにデータメッセージを送
信するためのコンピュータプログラム製品を含む。コンピュータプログラム製品は、発信
デバイスによって、ワイヤレス通信ネットワークを介して宛先デバイスとの呼セッション
（たとえば、音声呼セッション）を開始するためのコードと、呼セッションを受信するた
めに宛先デバイスが利用できることを示す呼確認メッセージを受信するためのコードと、
宛先デバイスにデータメッセージ（たとえば、ＳＭＳメッセージ）を送信するためのコー
ドと、発信デバイスと宛先デバイスとの間のトラフィックチャネルの確立前に呼セッショ
ンを終了するためのコードとを含む、非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。呼セッ
ションを開始するためのコードは、宛先デバイスとの呼セッションを確立するための要求
を、発信デバイスからワイヤレス通信ネットワークに送信するためのコードを含むことが
でき、前記要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを備える。非一時的
コンピュータ可読媒体は、宛先デバイスにおいてデータメッセージが受信されたことを示
す肯定応答メッセージを宛先デバイスから受信するためのコードを含み得る。呼セッショ
ンを終了するためのコードは、呼セッションに関連するトラフィックを搬送するためのト
ラフィックチャネルを確立するためにワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャ
ネル設定メッセージを受信することに応答してワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答
メッセージを送信するためのコードを含み得る。発信デバイスおよび／または宛先デバイ
スは、ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するように構成されたモバイルデバイス
であり得る。
【００１４】
　[0014]いくつかの実施形態は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて実時間メッセージ
ングをサポートするためのコンピュータプログラム製品を含む。コンピュータプログラム
製品は、宛先デバイスにサービスするワイヤレス通信ネットワークのネットワークノード
において、宛先デバイスとの呼セッション（たとえば、音声呼セッション）を確立するた
めの発信デバイスからの呼セッション要求を受信するためのコードと、ここにおいて、前
記呼セッション要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを含む、呼セッ
ションをサポートするために宛先デバイスへの接続を確立するためのコードと、宛先デバ
イスへの送達のために発信デバイスからデータメッセージ（たとえば、ＳＭＳメッセージ
）を受信するためのコードと、確立された接続内で宛先デバイスにデータメッセージを転
送するためのコードとを含む、非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。非一時的コン
ピュータ可読媒体は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを備える呼設定メ
ッセージを宛先デバイスに送信するためのコードを含み得る。非一時的コンピュータ可読
媒体は、宛先デバイスからアラートメッセージを受信するためのコードと、発信デバイス
までのアラートメッセージの転送を抑制するためのコードとを含み得る。
【００１５】
　[0015]いくつかの実施形態は、ワイヤレス通信ネットワークを介して宛先デバイスとの
呼セッション（たとえば、音声呼セッション）を開始し、呼セッションを受信するために
宛先デバイスが利用できることを示す呼確認メッセージを受信し、宛先デバイスにデータ
メッセージ（たとえば、ＳＭＳメッセージ）を送信し、通信デバイスと宛先デバイスとの
間のトラフィックチャネルの確立前に呼セッションを終了するように構成されたように構
成された少なくとも１つのプロセッサを含む、ワイヤレス通信ネットワークを介した実時
間メッセージングのためのデバイスを含む。少なくとも１つのプロセッサは、宛先デバイ
スとの呼セッションを確立するための要求を、通信デバイスからワイヤレス通信ネットワ
ークに送信するようにさらに構成され得る。宛先デバイスとの呼セッションを確立するた
めの要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを含み得る。少なくとも１
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つのプロセッサは、宛先デバイスにおいてデータメッセージが受信されたことを示す肯定
応答メッセージを宛先デバイスから受信するように構成され得る。少なくとも１つのプロ
セッサは、呼セッションに関連するトラフィックを搬送するためのトラフィックチャネル
を確立するためにワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャネル設定メッセージ
を受信することに応答してワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答メッセージを送信す
るように構成され得る。通信デバイスは、ワイヤレス通信ネットワークを介して通信する
ように構成されたモバイルデバイスであり得る。宛先デバイスは、ワイヤレス通信ネット
ワークを介して通信するように構成されたモバイルデバイスであり得る。
【００１６】
　[0016]いくつかの実施形態は、ワイヤレス通信システムのネットワークノードにおいて
、ワイヤレス通信システムによってサービスされる、宛先デバイスとの呼セッション（た
とえば、音声呼セッション）を確立するための発信デバイスからの呼セッション要求を受
信し、ここにおいて、前記呼セッション要求は、実時間メッセージサービスタイプのイン
ジケータを含む、呼セッションをサポートするために宛先デバイスへの接続を確立し、宛
先デバイスへの送達のために発信デバイスからデータメッセージ（たとえば、ＳＭＳメッ
セージ）を受信し、確立された接続内で宛先デバイスにデータメッセージを転送するよう
に構成された少なくとも１つのプロセッサを含む、実時間メッセージングのためのワイヤ
レス通信システムを含む。少なくとも１つのプロセッサは、実時間メッセージサービスタ
イプのインジケータを備える呼設定メッセージを宛先デバイスに送信するように構成され
得る。少なくとも１つのプロセッサは、宛先デバイスからアラートメッセージを受信し、
発信デバイスまでのアラートメッセージの転送を抑制するように構成され得る。
【００１７】
　[0017]本発明の特定の例示的な実施形態の以下の説明を添付の図と併せて検討すれば、
当業者には、本発明の他の態様、特徴、および実施形態が明らかになろう。本発明の特徴
が、以下のいくつかの実施形態および図に関連して説明され得るが、本発明のすべての実
施形態は、本明細書で説明する有利な特徴のうちの１つまたは複数を含むことができる。
言い換えれば、１つまたは複数の実施形態が、いくつかの有利な特徴を有するものとして
説明され得るが、そのような特徴のうちの１つまたは複数は、本明細書で説明する本発明
の様々な実施形態に従っても使用され得る。同様に、例示的な実施形態が、以下ではデバ
イス、システム、または方法の実施形態として論じられ得るが、そのような例示的な実施
形態は、様々なデバイス、システム、および方法で実装され得ることを理解されたい。
【００１８】
　[0018]以下の図面を参照すれば、本発明の性質および利点のさらなる理解が得られ得る
。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、
同じタイプの様々な構成要素は、ダッシュによる参照ラベルと、それらの同様の構成要素
同士を区別する第２のラベルとを見ることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみ
が明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第
１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】[0019]様々な実施形態によるワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】[0020]様々な実施形態によるワイヤレス通信システムのブロック図。
【図３】[0021]様々な実施形態による、既存のモバイルプロトコルスタックを介した実時
間ＳＭＳ送達のためのシグナリングフローを示す図。
【図４】[0022]様々な実施形態による、既存のＧＳＭ（登録商標）および／またはＵＭＴ
Ｓのプロトコルスタックを介した実時間ＳＭＳ送達のためのシグナリングフローを示す図
。
【図５】[0023]様々な実施形態による、呼セッション設定の実時間ＳＭＳ表示を使用した
実時間ＳＭＳ送達のためのシグナリングフローを示す図。
【図６】[0024]様々な実施形態による、ＧＳＭおよび／またはＵＭＴＳネットワークにお
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いて実時間メッセージング呼セッションインジケータを使用した実時間ＳＭＳ送達のため
のシグナリングフローを示す図。
【図７】[0025]様々な実施形態による、実時間ＳＭＳメッセージングのために採用され得
るデバイスのブロック図。
【図８Ａ】[0026]様々な実施形態による、実時間ＳＭＳ呼セッション制御用のモジュール
の一例を示すブロック図。
【図８Ｂ】[0027]様々な実施形態による、実時間ＳＭＳ呼セッション制御用のモジュール
の一例を示すブロック図。
【図９】[0028]様々な実施形態による、実時間ＳＭＳメッセージング用に構成されたモバ
イルデバイスのブロック図。
【図１０】[0029]様々な実施形態による、実時間ＳＭＳメッセージング用に構成されたコ
アネットワークのブロック図。
【図１１】[0030]様々な実施形態による、基地局とモバイルデバイスとを含むワイヤレス
通信システムのブロック図。
【図１２】[0031]様々な実施形態による、実時間ＳＭＳメッセージングのための方法の流
れ図。
【図１３】[0032]様々な実施形態による、実時間ＳＭＳメッセージングのための方法の流
れ図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　[0033]モバイルデバイスまたはショートメッセージエンティティ（ＳＭＥ）などの発信
デバイスと、モバイルデバイスまたはＳＭＥなどの宛先デバイスとの間の実時間ショート
メッセージサービス（ＳＭＳ）メッセージングを提供するための方法、システム、および
デバイスについて説明する。実時間ＳＭＳメッセージングは、発信デバイスと宛先デバイ
スとの間の呼セッションを開始し、呼セッション内でＳＭＳメッセージを送信し、専用の
呼トラフィックリソースの確立前に呼セッションを終了することによって提供され得る。
実時間ＳＭＳメッセージ用の発信デバイスは、ネットワークに呼セッション設定メッセー
ジを送信することによって呼セッションを開始し得る。呼セッション設定メッセージは、
たとえば、発信デバイスが宛先デバイスとの音声呼を確立しようと試みていることを示し
得る。ネットワークは、宛先デバイスをページングするか、または場合によっては呼に応
答するために宛先デバイスが利用できるかどうかを決定することができる。ＳＭＳメッセ
ージは、呼に応答するために宛先デバイスが利用できるという呼確認を発信デバイスが受
信する際に送信され得る。次いで、呼セッションは、開始された呼セッションに関連する
、トラフィックチャネルおよび／またはトラフィック無線ベアラの確立前に終了する可能
性がある。
【００２１】
　[0034]いくつかの実施形態では、ＳＭＳメッセージを送信する前に発信デバイスと宛先
デバイスとの間の呼セッションを確立するための音声呼設定プロシージャを使用すること
によって実時間ＳＭＳメッセージングを提供するために、既存のモバイルプロトコルスタ
ックが使用され得る。次いで、ＳＭＳメッセージを送信し、ＳＭＳメッセージが宛先デバ
イスによって受信されたという肯定応答を受信するために、メッセージングプロシージャ
が使用され得る。呼セッションは、呼のためのトラフィックチャネルの確立前に終了する
可能性がある。
【００２２】
　[0035]いくつかの実施形態では、発信デバイス、ネットワーク、および／または宛先デ
バイス間の呼セッション設定シグナリングにおける実時間ＳＭＳセッションタイプの表示
を提供するために、呼セッションプロトコルスタックが拡張される。これらの実施形態で
は、発信デバイスは、ネットワークに呼設定メッセージを送信し、呼設定の理由が宛先デ
バイスに実時間ＳＭＳを送信することであるというメッセージに示すことができる。ネッ
トワークは、呼設定の理由が実時間ＳＭＳメッセージであることを呼設定メッセージング
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において宛先デバイスに示すことができる。様々な実施形態によれば、実時間ＳＭＳメッ
セージングは、付加価値サービスとして提供され得る。
【００２３】
　[0036]本明細書で説明された技法は、セルラーワイヤレスシステムなどの様々なワイヤ
レス通信システム、ピアツーピアワイヤレス通信、ワイヤレスローカルアクセスネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）、アドホックネットワーク、衛星通信システム、および他のシステムの
ために使用され得る。「システム」と「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に
使用される。これらのワイヤレス通信システムは、符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）、時分
割多重接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多重接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ
）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および／または他の無線技術など、
様々な無線通信技術を採用し得る。概して、ワイヤレス通信は、無線アクセス技術（ＲＡ
Ｔ）と呼ばれる１つまたは複数の無線通信技術の規格化された実装形態に従って行われる
。無線アクセス技術を実装するワイヤレス通信システムまたはネットワークは無線アクセ
スネットワーク（ＲＡＮ）と呼ばれることがある。
【００２４】
　[0037]ＣＤＭＡ技法を採用する無線アクセス技術の例としては、ＣＤＭＡ２０００、ユ
ニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）など
がある。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格を
カバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、
１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　
１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ば
れる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変
形態を含む。ＴＤＭＡシステムの例としては、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳ
Ｍ：Global System for Mobile Communications）の様々な実装形態がある。ＯＦＤＭお
よび／またはＯＦＤＭＡを採用する無線アクセス技術の例としては、ウルトラモバイルブ
ロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Ev
olved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１
６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどがあ
る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシス
テム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Long
 Term Evolution）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advanced）は、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ
、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（
３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記載されて
いる。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」
（３ＧＰＰ２）という名称の団体からの文書に記載されている。本明細書で説明された技
法は、上記で述べられたシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術
のために使用され得る。
【００２５】
　[0038]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲において記
載される範囲、適用性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲か
ら逸脱することなく、論じられる要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々
な実施形態は、適宜に様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たと
えば、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追
加、省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して説明する特徴
は、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００２６】
　[0039]最初に図１を参照すると、ブロック図は、様々な実施形態によるワイヤレス通信
システム１００の一例を示す。システム１００は、基地局１０５と、モバイルデバイス１
１５と、基地局コントローラ１２０と、コアネットワーク１３０とを含む（いくつかの実
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施形態では、コントローラ１２０の機能は、コアネットワーク１３０および／または基地
局１０５に組み込まれ得る）。システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形
信号）上での動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリアで同時に
被変調信号を送信し得る。たとえば、各被変調信号は、上記で説明した様々な無線技術に
従って変調されたマルチキャリアチャネルであり得る。各被変調信号は、異なるキャリア
で送信することができ、制御情報（たとえば、パイロット信号、制御チャネルなど）、オ
ーバーヘッド情報、データなどを搬送し得る。システム１００は、ネットワークリソース
を効率的に割り当てることが可能なマルチキャリアネットワークであり得る。
【００２７】
　[0040]基地局１０５は、基地局アンテナ（図示せず）を介してデバイス１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５は、複数のキャリアを介して基地局コントローラ１２０の
制御下でデバイス１１５と通信し得る。基地局１０５サイトの各々は、それぞれの地理的
エリアに通信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、トラン
シーバ基地局（ＢＴＳ）、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ
、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、またはいくつかの他の好
適な用語で呼ばれることがある。本明細書では、各基地局１０５に対するカバレージエリ
アは、１１０－ａ、１１０－ｂ、または１１０－ｃとして識別される。基地局に対するカ
バレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタ（たとえば、セクタ
１１２－ｂ－１、セクタ１１２－ｂ－２、セクタ１１２－ｂ－３など）に分割され得る。
システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基
地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。異なる技術のための重複するカバレージ
エリアがあり得る。マクロ基地局は比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径３５ｋｍ
）に通信カバレージを与え得る。ピコ基地局は比較的小さい地理的エリア（たとえば、半
径１２ｋｍ）にカバレージを与えることができ、フェムト基地局は比較的により小さい地
理的エリア（たとえば、半径５０ｍ）に通信カバレージを与え得る。異なる技術のための
重複するカバレージエリアがあり得る。
【００２８】
　[0041]デバイス１１５は、カバレージエリア１１０全体にわたって分散し得る。各デバ
イス１１５は、固定またはモバイルであり得る。一構成では、デバイス１１５は、リンク
１２５を介して、限定はしないが、マクロ基地局、ピコ基地局、およびフェムト基地局な
どの、異なるタイプの基地局と通信することが可能であり得る。デバイス１１５は、モバ
イル局、モバイルデバイス、アクセス端末（ＡＴ）、ユーザ機器（ＵＥ）、加入者局（Ｓ
Ｓ）、または加入者ユニットと呼ばれることがある。デバイス１１５は、携帯電話および
ワイヤレス通信デバイスを含み得るが、携帯情報端末（ＰＤＡ）、他のハンドヘルドデバ
イス、ネットブック、ノートブックコンピュータ、タブレットコンピュータ、エンターテ
インメントデバイス、テレビ、スマートフォン、およびいくつかのシナリオでは固定式通
信デバイスなども含み得る。したがって、モバイルデバイスという用語は、特許請求の範
囲を含めて、以下で、任意のタイプのワイヤレス通信デバイスまたはモバイル通信デバイ
スを含むものと広く解釈されたい。
【００２９】
　[0042]一例では、ネットワークコントローラ１２０は、１組の基地局に結合され、これ
らの基地局１０５の調整および制御を提供し得る。コントローラ１２０は、バックホール
（たとえば、コアネットワーク１３０）を介して基地局１０５と通信し得る。基地局１０
５は、直接もしくは間接的におよび／またはワイヤレスバックホールもしくはワイヤライ
ンバックホールを介して、互いに通信することもできる。
【００３０】
　[0043]システム１００は、モバイルデバイス１１５と基地局１０５との間の送信１２５
を示す。送信１２５は、モバイルデバイス１１５から基地局１０５へのアップリンク（Ｕ
Ｌ）送信および／もしくは逆方向リンク送信、ならびに／または基地局１０５からモバイ
ルデバイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信および／もしくは順方向リンク送信を含
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み得る。論理制御チャネルは、システム制御情報をブロードキャストするためのダウンリ
ンクチャネルであるブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ：broadcast control chan
nel）、ページング情報を転送するダウンリンクチャネルであるページング制御チャネル
（ＰＣＣＨ：paging control channel）、１つまたは複数のマルチキャストトラフィック
チャネル（ＭＴＣＨ：multicast traffic channel）のためのマルチメディアブロードキ
ャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：multimedia broadcast and multicast ser
vice）スケジューリングおよび制御情報を送信するために使用されるポイントツーマルチ
ポイントダウンリンクチャネルであるマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣ：multicast 
control channel）を含み得る。概して、ＭＣＣＨは、無線リソース制御（ＲＲＣ：radio
 resource control）接続を確立した後、ＭＢＭＳを受信するユーザ機器によってのみ使
用される。専用制御チャネル（ＤＣＣＨ：dedicated control channel）は、ＲＲＣ接続
を有するユーザ機器によって使用されるユーザ固有の制御情報などの専用制御情報を送信
するポイントツーポイント双方向チャネルである別の論理制御チャネルである。共通制御
チャネル（ＣＣＣＨ：common control channel）は、ランダムアクセス情報のために使用
され得る論理制御チャネルでもある。論理トラフィックチャネルは、ユーザ情報の転送の
ための１つのユーザ機器に専用のポイントツーポイント双方向チャネルである専用トラフ
ィックチャネル（ＤＴＣＨ：dedicated traffic channel）を備え得る。また、マルチキ
ャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）は、トラフィックデータのポイントツーマルチ
ポイントダウンリンク送信のために使用され得る。
【００３１】
　[0044]様々な実施形態のいくつかに適応する通信ネットワークは、さらに、ダウンリン
ク（ＤＬ）とアップリンク（ＵＬ）とに分類される論理トランスポートチャネルを含み得
る。ＤＬトランスポートチャネルは、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ：broadcast ch
annel）、ダウンリンク共有データチャネル（ＤＬ－ＳＣＨ：downlink shared data chan
nel）、マルチキャストチャネル（ＭＣＨ：multicast channel）、およびページングチャ
ネル（ＰＣＨ：Paging Channel）を含み得る。ＵＬトランスポートチャネルは、ランダム
アクセスチャネル（ＲＡＣＨ：random access channel）、要求チャネル（ＲＥＱＣＨ：r
equest channel）、アップリンク共有データチャネル（ＵＬ－ＳＤＣＨ：uplink shared 
data channel）、および複数の物理チャネルを含み得る。物理チャネルは、ダウンリンク
チャネルとアップリンクチャネルとの組を含むこともできる。
【００３２】
　[0045]いくつかの開示する実施形態では、ダウンリンク物理チャネルは、共通パイロッ
トチャネル（ＣＰＩＣＨ：common pilot channel）、同期チャネル（ＳＣＨ：synchroniz
ation channel）、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）、共有ダウンリンク制御チャネル（Ｓ
ＤＣＣＨ：shared downlink control channel）、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣ
Ｈ）、共有アップリンク割当てチャネル（ＳＵＡＣＨ：shared uplink assignment chann
el）、肯定応答チャネル（ＡＣＫＣＨ：acknowledgement channel）、ダウンリンク物理
共有データチャネル（ＤＬ－ＰＳＤＣＨ：downlink physical shared data channel）、
アップリンク電力制御チャネル（ＵＰＣＣＨ：uplink power control channel）、ページ
ングインジケータチャネル（ＰＩＣＨ：paging indicator channel）、負荷インジケータ
チャネル（ＬＩＣＨ：load indicator channel）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢ
ＣＨ：physical broadcast channel）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（Ｐ
ＣＦＩＣＨ：physical control format indicator channel）、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）、物理ハイブリッドＡＲＱ
インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：physical hybrid ARQ indicator channel）、物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel）、および
物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ：physical multicast channel）のうちの少なく
とも１つを含み得る。アップリンク物理チャネルは、物理ランダムアクセスチャネル（Ｐ
ＲＡＣＨ：physical random access channel）、チャネル品質インジケータチャネル（Ｃ
ＱＩＣＨ：channel quality indicator channel）、肯定応答チャネル（ＡＣＫＣＨ）、
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アンテナサブセットインジケータチャネル（ＡＳＩＣＨ：antenna subset indicator cha
nnel）、共有要求チャネル（ＳＲＥＱＣＨ：shared request channel）、アップリンク物
理共有データチャネル（ＵＬ－ＰＳＤＣＨ：uplink physical shared data channel）、
ブロードバンドパイロットチャネル（ＢＰＩＣＨ：broadband pilot channel）、物理ア
ップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）、および物
理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）のうちの
少なくとも１つを含み得る。
【００３３】
　[0046]図２は、様々な実施形態による、ＵＭＴＳおよび／またはＧＳＭのワイヤレス通
信システム２００の一例を示す。システム２００は、１つまたは複数のネットワークセル
２０５に接続されるコアネットワーク１３０－ａを含み得る。コアネットワーク１３０－
ａは、１つまたは複数の移動交換センター（ＭＳＣ：Mobile Switching Center）２４０
および／もしくは２６０、ゲートウェイＭＳＣ／ＳＭＳ-ゲートウェイＭＳＣ（ＧＭＳＣ
／ＳＭＳ-ＧＭＳＣ）２４５、ショートメッセージサービスセンター（ＳＭＳＣ）２５０
、ならびに／またはゲートウェイ一般パケット無線サービス（ＧＰＲＳ：Gateway Genera
l Packet Radio Service）サポートノード／サービングＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳ
Ｎ／ＳＧＳＮ）２６０を含み得る。システム２００は、コアネットワーク１３０-ａに接
続される１つまたは複数のパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）２２５を含み得る。Ｐ
ＤＮ２２５は、事業者ＩＰネットワーク、およびインターネットなどの外部のＩＰネット
ワークを含み得る。ＰＤＮ２２５は、ＧＧＳＮ／ＳＧＳＮ２６５を介してコアネットワー
ク１３０－ａに接続し得る。
【００３４】
　[0047]図２に示すように、システム２００は、第１のネットワークセル２０５－ａと第
２のネットワークセル２０５－ｂとを含む。ネットワークセル２０５－ａおよび／または
２０５－ｂは、モバイルデバイス１１５にエアインターフェースを提供する、ＧＳＭおよ
び／またはＵＭＴＳの無線アクセスネットワークの態様の例であり得る。たとえば、ＧＳ
Ｍネットワークセル２０５は、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、１つまたは複数のＢＴＳ
、および／または他の構成要素を含み得る、基地局サブシステム（ＢＳＳ）を含み得る。
ＵＭＴＳネットワークセル２０５は、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、および
１つまたは複数のノードＢ、および／または他の構成要素を含み得る。
【００３５】
　[0048]システム２００は、ショートメッセージエンティティ（ＳＭＥ）２２０を含み得
る。ＳＭＥ２２０は、外部ショートメッセージエンティティ（ＥＳＭＥ）とも呼ばれ得る
。ＳＭＥ２２０は、シグナリングシステム７（ＳＳ７）、ショートメッセージピアツーピ
ア（ＳＭＰＰ）、および／または他のプロトコルを含む様々なシグナリングプロトコルを
使用して、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、総合デジタル通信網（ＩＳＤＮ）、および／ま
たはネットワーク１３０との他の接続などの様々なネットワークを介して、ネットワーク
１３０のＧＭＳＣ／ＳＭＳ-ＧＭＳＣ２４５と通信し得る。
【００３６】
　[0049]システム１００および／または２００は、ＳＭＳＣ２５０を介して蓄積／転送ア
ーキテクチャを使用して従来のＳＭＳメッセージングをサポートし得る。蓄積／転送アー
キテクチャでは、発信デバイスからのＳＭＳメッセージの送信と宛先デバイスへのＳＭＳ
の送達は、分離した非同期の動作である。ユーザ（たとえば、モバイルデバイス１１５お
よび／またはＳＭＥ２２０などを使用する）が別のユーザ（たとえば、別のモバイルデバ
イス１１５および／またはＳＭＥ２２０など）にＳＭＳメッセージを送信するとき、ＳＭ
Ｓメッセージは、宛先ユーザに直接ルーティングされず、代わりにＳＭＳＣ２５０にルー
ティングされる。ＳＭＳＣ２５０は、分離した非同期の動作において、メッセージを受信
するために宛先ユーザが利用できるとネットワーク１３０が決定するまで、メッセージを
蓄積する。次いで、ＳＭＳＣ２５０は、そのメッセージを宛先ユーザに転送し得る。
【００３７】
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　[0050]モバイルデバイス１１５－ａがモバイルデバイス１１５－ｂに従来のＳＭＳメッ
セージを送信することを考えられたい。最初に、モバイルデバイス１１５－ａは、ＳＭＳ
メッセージを送信するためにネットワークセル２０５－ａにリソースを要求する。ネット
ワークセル２０５－ａは、典型的には、モバイルデバイス１１５－ａからネットワークセ
ル２０５－ａへのＳＭＳメッセージの送信のために制御チャネルリソース（たとえば、Ｓ
ＤＣＣＨなど）を割り振る。ネットワークセル２０５－ａにおいてＳＭＳメッセージを受
信すると、ＳＭＳメッセージは、次いで、ＭＳＣ２４０を介してＳＭＳＣ２５０にルーテ
ィングされ、ＳＭＳＣ２５０において、ＳＭＳメッセージは、宛先デバイスが利用できる
際の宛先モバイルデバイス１１５－ｂへの送達のために蓄積される。分離した非同期の動
作において、コアネットワーク１３０は、（ＭＳＣ２６０および／またはネットワークセ
ル２０５－ｂを介して）ＳＭＳメッセージを受信するために宛先モバイルデバイス１１５
－ｂが利用できると決定し得る。ＭＳＣ２６０および／またはネットワークセル２０５－
ｂは、メッセージを受信するために宛先モバイルデバイス１１５－ｂが利用できることを
ＳＭＳＣ２５０に示し、宛先モバイルデバイス１１５－ｂにＳＭＳメッセージを送信する
ためのリソース（たとえば、制御チャネルリソースなど）を設定することができ、次いで
、ＳＭＳＣ２５０は、ＭＳＣ２６０および／またはネットワークセル２０５－ｂを介して
宛先モバイルデバイス１１５－ｂにメッセージを転送することができる。
【００３８】
　[0051]発信デバイスによってＳＭＳメッセージを送信することは、宛先デバイスにおけ
るＳＭＳメッセージ送達に対して分離した非同期の動作であるので、発信デバイスがＳＭ
Ｓメッセージを送信するときと、宛先デバイスへのＳＭＳメッセージの送達との間で数秒
から数時間以上の遅延がある可能性がある。加えて、発信デバイスは、ＳＭＳが宛先デバ
イスによって受信されたという確認を受信しない。
【００３９】
　[0052]モバイルデバイス１１５、基地局１０５、コアネットワーク１３０、および／ま
たはコントローラ１２０などの、システム１００および／または２００の異なる態様は、
モバイルデバイス１１５またはＳＭＳ２２０などの発信デバイスと、モバイルデバイス１
１５またはＳＭＳ２２０などの宛先デバイスとの間の実時間ＳＭＳメッセージングを提供
するように構成され得る。実時間ＳＭＳメッセージングは、コアネットワーク１３０を介
して発信デバイスと宛先デバイスとの間の呼セッションを開始し、呼セッション内でＳＭ
Ｓメッセージを送信し、専用の呼トラフィックリソースの確立前に呼セッションを終了す
ることによって提供され得る。実時間メッセージ用の発信デバイスは、ネットワーク１３
０に呼セッション設定メッセージを送信することによって呼セッションを開始し得る。呼
セッション設定メッセージは、たとえば、発信デバイスが宛先デバイスとの音声呼を確立
しようと試みていることを示し得る。ネットワークは、宛先デバイスをページングするか
、または場合によっては呼に応答するために宛先デバイスが利用できるかどうかを決定す
ることができる。ＳＭＳメッセージは、呼に応答するために宛先デバイスが利用できると
いう呼確認を発信デバイスが受信する際に送信され得る。次いで、呼セッションは、呼セ
ッションに関連する、トラフィック無線ベアラおよび／またはトラフィックチャネルの確
立前に終了する可能性がある。
【００４０】
　[0053]いくつかの実施形態では、ＳＭＳメッセージを送信する前に発信デバイスと宛先
デバイスとの間の呼セッションを確立するための音声呼設定プロシージャを使用すること
によって実時間メッセージングを提供するために、既存のモバイルプロトコルスタックが
使用され得る。次いで、ＳＭＳメッセージを送信し、ＳＭＳメッセージが宛先デバイスに
よって受信されたという肯定応答を受信するために、メッセージングプロシージャが使用
され得る。呼セッションは、呼のためのトラフィックチャネルの確立前に終了する可能性
がある。
【００４１】
　[0054]いくつかの実施形態では、発信デバイス、ネットワーク、および／または宛先デ
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バイス間の呼セッション設定メッセージングにおける実時間ＳＭＳセッションタイプの表
示を提供するために、呼セッションプロトコルスタックが拡張される。これらの実施形態
では、発信デバイスは、ネットワークに呼設定メッセージを送信し、呼設定の理由が宛先
デバイスに実時間ＳＭＳを送信することであるというメッセージに示すことができる。ネ
ットワークは、呼設定の理由が実時間ＳＭＳメッセージであることを、ページングおよび
／または呼セッション設定メッセージングにおいて宛先デバイスに示すことができる。様
々な実施形態によれば、実時間ＳＭＳメッセージングは、付加価値サービスとして提供さ
れ得る。
【００４２】
　[0055]図３は、様々な実施形態による、既存のモバイルプロトコルスタックを介した実
時間ＳＭＳ送達のためのシグナリングフロー３００を示す。シグナリングフロー３００で
は、発信デバイス３１５－ａは、ＳＭＳメッセージを送信する前にコアネットワーク１３
０－ｂを介して宛先デバイス３２０-ａとの呼セッションを開始することによって宛先デ
バイス３２０－ａに実時間ＳＭＳを送信する。宛先デバイス３２０－ａは、コアネットワ
ーク１３０－ｂに接続されるモバイルデバイス１１５であり得る。発信デバイス３１５－
ａは、コアネットワーク１３０-ｂに接続されるモバイルデバイス１１５、別のネットワ
ーク（たとえば、異なる無線アクセスネットワーク、別のキャリアのワイヤレスネットワ
ークなど）のモバイルデバイス１１５、または直接もしくは他のネットワーク（たとえば
、ＰＤＮ２２５など）を介してネットワーク１３０-ｂに接続される非モバイルデバイス
もしくはエンティティ（たとえば、ＳＭＥ２２０など）であり得る。発信デバイス３１５
－ａおよび宛先デバイス３２０－ａが異なるネットワークに結合される場合、コアネット
ワーク１３０－ｂは、各ネットワークの態様を表し得る。これらの事例では、ネットワー
ク間の通信は、明快のために省略される。
【００４３】
　[0056]シグナリングフロー３００では、発信デバイス３１５－ａは、宛先デバイス３２
０－ａに実時間ＳＭＳを送信するために（アプリケーションレイヤ、ユーザプロンプトな
どを介して）プログラミングまたは命令され得る。発信デバイス３１５－ａは、ネットワ
ーク１３０－ｂに呼セッション設定メッセージ３４０を送信することによって宛先デバイ
スとの呼セッションを開始し得る。呼セッション設定メッセージ３４０は、発信デバイス
３１５－ａが音声呼サービスタイプを要求していることを示し得る。呼セッション設定メ
ッセージ３４０は、発信デバイス３１５－ａを識別する情報、発信デバイス３１５－ａの
能力、宛先デバイス３２０－ａのアドレス（たとえば、電話番号など）、および／または
他の情報などの、他の情報を含み得る。ネットワーク１３０－ｂは、発信デバイス３１５
－ａがネットワーク１３０－ｂにアクセスし呼セッションを開始する権限を与えられてい
るかどうかを決定するために認証および／または他の動作を実行し得る。
【００４４】
　[0057]ネットワーク１３０－ｂは、呼に応答するために宛先デバイス３２０－ａが利用
できることを見つけ確認するためにページング動作３５０を実行し得る。ページング動作
３５０は、ネットワーク１３０－ｂによってページングメッセージング３５２を送信する
ことと、ネットワーク１３０－ｂにおいて宛先デバイス３２０－ａからページング応答３
５４を受信することとを含み得る。ネットワーク１３０－ｂは、宛先デバイス３２０－ａ
がページングに成功したことを示す呼確認メッセージ３６０を発信デバイス３１５－ａに
送信し得る。
【００４５】
　[0058]発信デバイス３１５－ａは、呼確認メッセージ３６０を受信すると、データメッ
セージ動作３７０によって示されるように、宛先デバイス３２０－ａにＳＭＳメッセージ
を送信し得る。発信デバイス３１５－ａは、既存のＳＭＳメッセージプロトコルシグナリ
ングを使用してデータメッセージ３７２においてＳＭＳメッセージを送信し得る。ネット
ワーク１３０－ｂが宛先デバイス３２０－ａをページングしページング応答を受信したの
で、ネットワーク１３０－ｂは、従来のＳＭＳメッセージングの蓄積／転送機構において
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場合によっては起こり得る遅延なしに、データメッセージ３７４においてＳＭＳメッセー
ジを宛先デバイス３２０－ａに送信することを可能にする、宛先デバイス３２０－ａとの
接続状態（たとえば、ＲＲＣ接続など）を確立し得る。
【００４６】
　[0059]宛先デバイス３２０－ａは、ネットワーク１３０－ｂに肯定応答メッセージ３７
６を送信することによってＳＭＳメッセージを受信したことを確認することができる。ネ
ットワーク１３０－ｂは、発信デバイス３１５－ａに肯定応答メッセージ３７８を送信し
得る。肯定応答メッセージ３７８は、ＳＭＳメッセージがネットワーク１３０－ｂによっ
て受信されたことを確認し得る。実施形態では、ネットワーク１３０－ｂは、宛先デバイ
ス３２０－ａから肯定応答メッセージ３７６を受信すると、発信デバイス３１５－ａに肯
定応答メッセージ３７８を送信し得る。この場合、肯定応答メッセージ３７８は、ＳＭＳ
メッセージが宛先デバイス３２０－ａによって受信されたことを発信デバイス３１５－ａ
に示し得る。
【００４７】
　[0060]次いで、ステップ３８０において、呼セッション設定が終了し得る。シグナリン
グメッセージ３８５および３９０は、次いで、シグナリングフロー３００中のシグナリン
グチャネル設定が解放され得ることを示す。特に、呼セッション設定の終了は、ネットワ
ーク１３０－ｂと、発信デバイス３１５－ａおよび／または宛先デバイス３２０－ａとの
間のトラフィック無線ベアラおよび／またはトラフィックチャネルの確立前に実行され得
る。このように、シグナリングフロー３００に示される呼セッション設定プロセスは、ネ
ットワーク１３０－ｂのトラフィックチャネルリソースを消費することなく実行され得る
。いくつかの実施形態では、発信デバイス３１５－ａは、呼セッション設定を終了するメ
ッセージ３８０を送信することによって呼セッション設定を終了し得る。たとえば、発信
デバイス３１５－ａは、ネットワーク１３０－ｂからのトラフィック無線ベアラ設定メッ
セージおよび／またはトラフィックチャネル設定メッセージに応答して非肯定応答（ＮＡ
ＣＫ）メッセージを送信し得る。いくつかの実施形態では、呼セッション設定は、発信デ
バイス３１５－ａまたはネットワーク１３０－ｂによる明確な終了シグナリングなしに終
了し得る。たとえば、発信デバイス３１５－ａは、矢印３８５および／または３９０によ
って示されるように、ネットワーク１３０－ｂに確立されたシグナリングチャネルを解放
させ得る、ネットワーク１３０－ｂからのトラフィック無線ベアラ設定メッセージングお
よび／またはトラフィックチャネル設定メッセージングに応答しない可能性がある。
【００４８】
　[0061]実施形態では、シグナリングフロー３００は、従来のＳＭＳメッセージングの蓄
積／転送機構をバイパスする。たとえば、ネットワーク１３０－ｂは、ＳＭＳメッセージ
がＳＭＳＣを通過することなく宛先デバイス３２０－ａにＳＭＳメッセージをルーティン
グし得る。他の実施形態では、ＳＭＳメッセージはＳＭＳＣを通過し得るが、ネットワー
ク１３０－ｂが宛先デバイス３２０－ａとの確立されたシグナリング接続を有するので、
実質的な遅延なしにＳＭＳＣから転送が実行され得る。したがって、シグナリングフロー
３００は、ＳＭＳメッセージのほぼ即時の送達または実時間送達を提供し得る。
【００４９】
　[0062]図４は、様々な実施形態による、既存のＧＳＭおよび／またはＵＭＴＳのプロト
コルスタックを介した実時間ＳＭＳ送達のためのシグナリングフロー４００の一例を示す
。シグナリングフロー４００では、発信デバイス３１５－ｂは、ＳＭＳメッセージを送信
する前にＧＳＭまたはＵＭＴＳのコアネットワーク１３０－ｃを介して宛先デバイス３２
０－ｂとの呼セッションを確立することによって宛先デバイス３２０－ｂに実時間ＳＭＳ
を送信する。シグナリングフロー４００に示されるコアネットワーク１３０－ｃは、１つ
または複数の無線アクセス技術に関連する１つまたは複数のコアネットワークの態様を表
し得る。宛先デバイス３２０－ｂは、ネットワーク１３０－ｃに接続されるモバイルデバ
イス１１５であり得る。発信デバイス３１５－ｂは、ネットワーク１３０－ｃに接続され
るモバイルデバイス１１５、別のネットワーク（たとえば、別のキャリアのワイヤレスネ
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ットワークなど）のモバイルデバイス１１５、または直接もしくは他のネットワーク（た
とえば、ＰＤＮ２２５など）を介してネットワーク１３０－ｃに接続される非モバイルデ
バイスもしくはエンティティ（たとえば、ＳＭＥ２２０など）であり得る。一例では、シ
グナリングフロー４００は、図２に示されるように、ＧＳＭ／ＵＭＴＳコアネットワーク
１３０－ａを介してモバイルデバイス１１５－ａからモバイルデバイス１１５－ｂに送信
されるＳＭＳメッセージの実時間ＳＭＳ送達を示す。
【００５０】
　[0063]シグナリングフロー４００では、発信デバイス３１５－ｂは、宛先デバイス３２
０－ｂに実時間ＳＭＳを送信するために（アプリケーションレイヤ、ユーザプロンプトな
どを介して）プログラミングまたは命令され得る。発信デバイス３１５－ｂは、メッセー
ジングシーケンス４４０によって示されるように、宛先デバイス３２０－ｂとの呼セッシ
ョンを開始し得る。メッセージングシーケンス４４０は、発信デバイス３１５－ｂからネ
ットワーク１３０－ｃへの接続要求メッセージ４４１を含み得る。ネットワーク１３０－
ｃは、即時割当てメッセージ４４２を送信することによってリソースを接続に割り当て得
る。即時割当てメッセージ４４２は、呼セッション設定を実行するために制御チャネルリ
ソース（たとえば、ＳＤＣＣＨなど）を発信デバイス３１５－ｂに割り当て得る。発信デ
バイス３１５－ｂは、割り当てられたリソースを使用してネットワーク１３０－ｂにサー
ビス要求メッセージ４４３を送信し得る。サービス要求メッセージ４４３は、発信デバイ
ス３１５－ｂが音声呼の確立を要求していることを示し得る。ネットワーク１３０－ｃは
、発信デバイス３１５－ｂの認証および／または暗号化４４４を実行し得る。認証および
／または暗号化４４４の後、発信デバイス３１５－ｂは、宛先デバイス３２０－ｂへの呼
セッションおよびアドレッシング情報を示す理由コードを含み得る、呼設定メッセージ４
４５をネットワーク１３０－ｃに送信し得る。
【００５１】
　[0064]ネットワーク１３０－ｃは、呼に応答するために宛先デバイス３２０－ｂが利用
できることを見つけ確認するためにページング動作４５０を実行し得る。ページング動作
４５０は、ネットワーク１３０－ｃによってページングメッセージング４５１を送信する
ことと、ネットワーク１３０－ｃにおいて宛先デバイス３２０－ｂから接続要求メッセー
ジ４５２を受信することとを含み得る。ネットワーク１３０－ｃは、即時割当てメッセー
ジ４５３を使用してリソース（たとえば、ＤＣＣＨなど）を宛先デバイス３２０－ｃに割
り当てることができ、宛先デバイス３２０－ｂは、ネットワーク１３０－ｃにページング
応答４５４を送信することができる。認証／暗号化４５５の後、ネットワーク１３０－ｃ
は、宛先デバイス３２０－ｂに設定メッセージ４５６を送信し得る。設定メッセージ４５
６は、ネットワークが発信デバイス３１５－ｂからの着信呼を有することを宛先デバイス
３２０－ｂに示し得る。宛先デバイス３２０－ｂは、呼確認メッセージ４５７を使用して
呼設定メッセージの受信を確認することによって応答し得る。ページング動作４５０の後
、宛先デバイス３２０－ｂは、呼確認呼状態になり得る。
【００５２】
　[0065]次いで、ネットワーク１３０－ｃは、宛先デバイス３２０－ｂがページングおよ
び呼セッションの確認に成功したことを示す呼進行メッセージ４６０を発信デバイス３１
５－ｂに送信し得る。発信デバイス３１５－ｂは、呼進行メッセージ４６０を受信すると
、既存のＳＭＳメッセージプロトコルシグナリングを使用してデータメッセージ４７２に
おいてＳＭＳメッセージを送信し得る。シグナリングフロー３００と同様に、ＳＭＳメッ
セージは、従来のＳＭＳメッセージングの蓄積／転送機構において場合によっては起こり
得る遅延なしにデータメッセージ４７４において宛先デバイス３２０－ｂに送信され得る
。
【００５３】
　[0066]宛先デバイス３２０－ｂは、ネットワーク１３０－ｃに肯定応答メッセージ４７
６を送信することによってＳＭＳメッセージを受信したことを確認し得る。ネットワーク
１３０－ｃは、発信デバイス３１５－ａに肯定応答メッセージ４７８を送信し得る。シグ
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ナリングフロー３００と同様に、肯定応答メッセージ４７８は、ＳＭＳメッセージがネッ
トワーク１３０－ｃおよび／または宛先デバイス３２０－ｂによって受信されたことを確
認し得る。
【００５４】
　[0067]次いで、ステップ４８０において、呼セッション設定が終了し得る。シグナリン
グメッセージ４８５および４９０は、次いで、シグナリングフロー４００中のシグナリン
グチャネル設定が解放され得ることを示す。特に、呼設定の終了は、ネットワーク１３０
－ｃと、発信デバイス３１５－ｂおよび／または宛先デバイス３２０－ｂとの間のトラフ
ィック無線ベアラおよび／またはトラフィックチャネルの確立前に実行され得る。このよ
うに、シグナリングフロー４００に示される呼セッション設定プロセスは、ネットワーク
１３０－ｃのトラフィックチャネルリソースを消費することなく実行され得る。いくつか
の実施形態では、発信デバイス３１５－ｂは、呼セッション設定を終了するメッセージ４
８０を送信することによって呼セッション設定を終了し得る。たとえば、発信デバイス３
１５－ｂは、ネットワーク１３０－ｃからのトラフィック無線ベアラ設定メッセージおよ
び／またはトラフィックチャネル設定メッセージに応答して非肯定応答（ＮＡＣＫ）メッ
セージを送信し得る。いくつかの実施形態では、呼セッション設定は、発信デバイス３１
５－ｂまたはネットワーク１３０－ｃによる明確な終了シグナリングなしに終了し得る。
たとえば、発信デバイス３１５－ｂは、矢印４８５および／または４９０によって示され
るように、ネットワーク１３０－ｃに確立されたシグナリングチャネル（たとえば、ＤＣ
ＣＨ、ＳＤＣＣＨなど）を解放させ得る、ネットワーク１３０－ｃからのトラフィック無
線ベアラ設定メッセージングおよび／またはトラフィックチャネル設定メッセージングに
応答しない可能性がある。
【００５５】
　[0068]シグナリングフロー４００はＧＳＭまたはＵＭＴＳのネットワークを介した実時
間ＳＭＳ送達の動作を示すが、当業者は、開示された技術が他のタイプのネットワークに
容易に拡張され得ることを諒解するであろう。たとえば、シグナリングフロー４００と同
様のシーケンスは、他の無線技術を使用したネットワーク（たとえば、ＣＤＭＡ、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａネットワークなど）におけるモバイル発信および／またはモバイル着信の実
時間ＳＭＳ送達に使用され得る。たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発信
デバイスは、ネットワーク１３０とのＲＲＣ接続を確立し、呼セッションを開始するため
にサービス要求メッセージを送信し得る。発信デバイスは、宛先デバイスがページングさ
れたことを示す呼進行メッセージを受信し、次いで宛先デバイスにＳＭＳメッセージを送
信し得る。次いで、発信デバイスは、発信デバイスと宛先デバイスとの間のトラフィック
チャネルを確立する前に（たとえば、ユーザデータのためのベアラのアクティブ化の前に
）呼設定を終了し得る。
【００５６】
　[0069]特に、シグナリングフロー３００および／または４００と同様のシーケンスは、
同じまたは異なるＲＡＴを使用して発信デバイス３１５および／または宛先デバイス３２
０が異なるネットワークに接続される場合に使用され得る。加えて、同様のシーケンスは
、発信デバイス３１５および／または宛先デバイス３２０がネットワークに接続される非
モバイルデバイス（たとえば、ＳＭＥ２２０など）である場合に使用され得る。たとえば
、同様のシグナリングフローは、宛先デバイスがネットワークと通信中のモバイルデバイ
ス１１５であり、発信デバイスが同じまたは異なるネットワーク上のＳＭＥである場合に
使用され得る。
【００５７】
　[0070]再び図２を参照すると、シグナリングフロー３００および／または４００と同様
のシーケンスは、ＳＭＥ２２０からモバイルデバイス１１５－ａおよび／またはモバイル
デバイス１１５－ｂに実時間ＳＭＳを送信するために使用され得る。これらの事例では、
ＳＭＥ２２０は、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、総合デジタル通信網（ＩＳＤＮ）、なら
びに／または、概してシグナリングフロー３００および／もしくは４００に示された発信
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デバイス３１５－ａおよび／もしくは３１５－ｂとネットワーク１３０との間のシグナリ
ングメッセージに対応する、ネットワーク１３０とのＰＤＮ接続を介して音声およびＳＭ
Ｓのシグナリング（たとえば、ＳＳ７、ＳＭＰＰなど）用の１つまたは複数のプロトコル
を使用し得る。たとえば、ＳＭＥ２２０は、宛先デバイスとの呼セッションを開始し、宛
先デバイスがページングされたおよび／または呼セッションを確認したことを示す呼確認
メッセージを受信し、ＳＭＳメッセージを送信し、呼セッションを終了することによって
、モバイルデバイス１１５－ａおよび／またはモバイルデバイス１１５－ｂなどの宛先デ
バイスに実時間ＳＭＳを送信するために、ＳＳ７、ＳＭＰＰ、ならびに／または他の音声
およびメッセージングのプロトコルを使用し得る。
【００５８】
　[0071]さらに図２を参照すると、シグナリングフロー３００および／または４００と同
様のシーケンスは、モバイルデバイス１１５からＳＭＥ２２０に実時間ＳＭＳを送信する
ために使用され得る。これらの事例では、ネットワーク１３０－ａからＳＭＥ２２０への
シグナリングは、概してシグナリングフロー３００および／または４００において示され
たネットワーク１３０と宛先デバイス３２０との間のシグナリングメッセージに対応する
シグナリングを使用して実行され得る。
【００５９】
　[0072]図５は、様々な実施形態による、呼セッション設定のための実時間ＳＭＳ表示を
使用した実時間ＳＭＳ送達のためのシグナリングフロー５００を示す。シグナリングフロ
ー５００では、発信デバイス３１５－ｃは、ＳＭＳメッセージを送信する前にコアネット
ワーク１３０－ｄを介して宛先デバイス３２０-ｃとの呼セッションを開始することによ
って宛先デバイス３２０－ｃに実時間ＳＭＳを送信する。宛先デバイス３２０－ｃは、ネ
ットワーク１３０－ｄに接続されるモバイルデバイス１１５であり得る。発信デバイス３
１５－ｃは、ネットワーク１３０－ｄに接続されるモバイルデバイス１１５、別のネット
ワーク（たとえば、異なる無線アクセスネットワーク、別のキャリアのワイヤレスネット
ワークなど）のモバイルデバイス１１５、または直接もしくは他のネットワーク（たとえ
ば、ＰＤＮ２２５など）を介してネットワーク１３０－ｄに接続される非モバイルデバイ
スもしくはエンティティ（たとえば、ＳＭＥ２２０など）であり得る。発信デバイス３１
５－ｃおよび宛先デバイス３２０－ｃが異なるネットワークに結合される場合、コアネッ
トワーク１３０－ｄは、各ネットワークの態様を表し得る。これらの事例では、ネットワ
ーク間の通信は、明快のために省略される。
【００６０】
　[0073]シグナリングフロー５００では、発信デバイス３１５－ｃは、宛先デバイス３２
０－ｃに実時間ＳＭＳを送信するために（アプリケーションレイヤ、ユーザプロンプトな
どを介して）プログラミングまたは命令され得る。発信デバイス３１５－ｃは、ネットワ
ーク１３０－ｄに呼セッション設定メッセージ５４０を送信することによって宛先デバイ
スとの呼セッションを開始し得る。呼セッション設定メッセージ５４０は、発信デバイス
３１５－ｃが音声呼サービスタイプを要求していることを示し得る。加えて、呼セッショ
ン設定メッセージ５４０は、実時間ＳＭＳメッセージに関連する呼セッションの理由を含
み得る。呼セッション設定メッセージ５４０は、発信デバイス３１５－ｃを識別する情報
、発信デバイス３１５－ｃの能力、宛先デバイス３２０－ｃのアドレス（たとえば、電話
番号など）、および／または他の情報などの、他の情報を含み得る。ネットワーク１３０
－ｄは、発信デバイス３１５－ｃがネットワーク１３０－ｄにアクセスし呼セッションを
開始する権限を与えられているかどうかを決定するために認証および／または他の動作を
実行し得る。
【００６１】
　[0074]ネットワーク１３０－ｄは、呼に応答するために宛先デバイス３２０－ｃが利用
できることを見つけ確認するためにページング動作５５０を実行し得る。ページング動作
５５０は、ネットワーク１３０－ｄによってページングメッセージング５５２を送信する
ことと、ネットワーク１３０－ｄにおいて宛先デバイス３２０－ｃからページング応答５
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５４を受信することとを含み得る。ページングメッセージ５５２は、呼設定の理由が実時
間ＳＭＳメッセージであるという、宛先デバイス３２０－ｃへの表示を含み得る。宛先デ
バイス３２０－ｃがページングメッセージングにおける実時間ＳＭＳ理由表示を受信した
ので、宛先デバイス３２０－ｃは、典型的にはモバイル着信呼セッションを受信する準備
に関連し得る様々な動作および／またはメッセージングを抑制し得る。シグナリングフロ
ー５００に示される例では、ブロック５６５において、宛先デバイス３２０－ｃは、アラ
ートメッセージングを抑制する。実時間ＳＭＳタイプインジケータに基づいて、ネットワ
ークおよび／または宛先デバイス３２０－ｃは、他の動作、またはトラフィック無線ベア
ラ設定および／もしくはトラフィックチャネル割当てに関連するメッセージングなどのメ
ッセージングを抑制し得る。
【００６２】
　[0075]宛先デバイス３２０－ｃのページングが成功すると、ネットワーク１３０－ｄは
、宛先デバイス３２０－ｃがページングに成功したことを示す確認メッセージ５６０を発
信デバイス３１５－ｃに送信し得る。次いで、発信デバイス３１５－ｃは、メッセージ動
作５７０によって示されるように、宛先デバイス３２０－ｃにＳＭＳメッセージを送信し
得る。発信デバイス３１５－ｃは、既存のＳＭＳメッセージプロトコルシグナリングを使
用してデータメッセージ５７２においてＳＭＳメッセージを送信し得る。ネットワーク１
３０－ｄが宛先デバイス３２０－ｃをページングしページング応答を受信したので、ネッ
トワーク１３０－ｄは、従来のＳＭＳメッセージングの蓄積／転送機構において場合によ
っては起こり得る遅延なしに、データメッセージ５７４においてＳＭＳメッセージを宛先
デバイス３２０－ｃに送信することを可能にする、宛先デバイス３２０－ｃとの接続状態
（たとえば、ＲＲＣ接続など）を確立し得る。
【００６３】
　[0076]宛先デバイス３２０－ｃは、ネットワーク１３０－ｄに肯定応答メッセージ５７
６を送信することによってＳＭＳメッセージを受信したことを確認し得る。ネットワーク
１３０－ｄは、発信デバイス３１５－ｃに肯定応答メッセージ５７８を送信し得る。肯定
応答メッセージ５７８は、ＳＭＳメッセージがネットワーク１３０－ｄによって受信され
たことを確認し得る。実施形態では、ネットワーク１３０－ｄは、宛先デバイス３２０－
ｃから肯定応答メッセージ５７６を受信すると、発信デバイス３１５－ｃに肯定応答メッ
セージ５７８を送信し得る。この場合、肯定応答メッセージ５７８は、ＳＭＳメッセージ
が宛先デバイス３２０－ｃによって受信されたことを発信デバイス３１５－ｃに示し得る
。
【００６４】
　[0077]ステップ５８０において、呼セッション設定が終了し得る。シグナリングメッセ
ージ５８５および５９０は、次いで、シグナリングフロー５００中のシグナリングチャネ
ル設定が解放され得ることを示す。特に、呼設定の終了は、ネットワーク１３０－ｄと、
発信デバイス３１５－ｃおよび／または宛先デバイス３２０－ｃとの間のトラフィック無
線ベアラおよび／またはトラフィックチャネルの確立前に実行され得る。このように、シ
グナリングフロー５００に示される呼セッション設定プロセスは、ネットワーク１３０－
ｄのトラフィックチャネルリソースを消費することなく実行され得る。いくつかの実施形
態では、呼セッション設定は、発信デバイス３１５－ｃによって終了され得る。たとえば
、発信デバイス３１５－ｃは、ネットワーク１３０－ｄからのトラフィック無線ベアラ設
定メッセージングおよび／またはトラフィックチャネル設定メッセージングに応答しない
可能性があるか、または、発信デバイス３１５－ｃは、ネットワーク１３０－ｄからのト
ラフィック無線ベアラ設定メッセージングおよび／またはトラフィックチャネル設定メッ
セージングに応答して非肯定応答（ＮＡＣＫ）メッセージを送信する可能性がある。いく
つかの実施形態では、呼セッション設定は、ネットワーク１３０－ｄによって終了され得
る。たとえば、ネットワーク１３０－ｄは、呼セッションがトラフィック無線ベアラ設定
および／またはトラフィックチャネル設定なしに終了すべきであることを示すメッセージ
を送信し得る。いくつかの実施形態では、ステップ５８０において、呼セッション設定は
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、発信デバイス３１５－ｃまたはネットワーク１３０－ｄのいずれかによる明確な終了シ
グナリングなしに終了する。呼セッションが実時間ＳＭＳメッセージに関連することを示
す理由コードで発信デバイス３１５－ｃが呼セッションを開始したので、発信デバイス３
１５－ｃ、ネットワーク１３０－ｄ、および／または宛先デバイス３２０－ｃは、ステッ
プ５８０において、明確な呼セッション終了を送信および／または受信することなく、矢
印５８５および５９０によって示されるように、確立された呼セッションチャネルを解放
し得る。
【００６５】
　[0078]実施形態では、シグナリングフロー５００は、従来のＳＭＳメッセージングの蓄
積／転送機構をバイパスする。たとえば、ネットワーク１３０－ｄは、ＳＭＳメッセージ
がＳＭＳＣを通過することなく宛先デバイス３２０－ｃにＳＭＳメッセージをルーティン
グし得る。他の実施形態では、ＳＭＳメッセージはＳＭＳＣを通過し得るが、ネットワー
ク１３０－ｄが宛先デバイス３２０－ｃとの確立されたシグナリング接続を有するので、
実質的な遅延なしにＳＭＳＣから転送が実行され得る。したがって、シグナリングフロー
５００は、ＳＭＳメッセージのほぼ即時の送達または実時間送達を提供し得る。
【００６６】
　[0079]図６は、様々な実施形態による、ＧＳＭおよび／またはＵＭＴＳネットワークに
おいて実時間メッセージング呼セッションインジケータを使用した実時間ＳＭＳ送達のた
めのシグナリングフロー６００を示す。シグナリングフロー６００では、発信デバイス３
１５－ｄは、ＳＭＳメッセージを送信する前にＧＳＭまたはＵＭＴＳのコアネットワーク
１３０－ｅを介して宛先デバイス３２０－ｄとの呼セッションを確立することによって宛
先デバイス３２０－ｄに実時間ＳＭＳを送信する。シグナリングフロー６００に示される
コアネットワーク１３０－ｅは、１つまたは複数の無線アクセス技術に関連する１つまた
は複数のコアネットワークの態様を表し得る。宛先デバイス３２０－ｄは、ネットワーク
１３０－ｅに接続されるモバイルデバイス１１５であり得る。発信デバイス３１５－ｄは
、ネットワーク１３０－ｅに接続されるモバイルデバイス１１５、別のネットワーク（た
とえば、別のキャリアのワイヤレスネットワークなど）のモバイルデバイス１１５、また
は直接もしくは他のネットワーク（たとえば、ＰＤＮ２２５など）を介してネットワーク
１３０－ｅに接続される非モバイルデバイスもしくはエンティティ（たとえば、ＳＭＥ２
２０など）であり得る。一例では、シグナリングフロー６００は、図２に示されるように
、ネットワーク１３０－ａを介してモバイルデバイス１１５－ａからモバイルデバイス１
１５－ｂに送信されるＳＭＳメッセージの実時間ＳＭＳ送達を示す。
【００６７】
　[0080]シグナリングフロー６００では、発信デバイス３１５－ｄは、宛先デバイス３２
０－ｄに実時間ＳＭＳを送信するために（アプリケーションレイヤ、ユーザプロンプトな
どを介して）プログラミングまたは命令され得る。発信デバイス３１５－ｄは、メッセー
ジングシーケンス６４０によって示されるように、宛先デバイス３２０－ｄとの呼セッシ
ョンを開始し得る。メッセージングシーケンス６４０は、発信デバイス３１５－ｄからネ
ットワーク１３０－ｅへの接続要求メッセージ６４１を含み得る。ネットワーク１３０－
ｅは、即時割当てメッセージ６４２を送信することによってリソースを接続に割り当て得
る。即時割当てメッセージ６４２は、呼セッション設定を実行するために制御チャネルリ
ソース（たとえば、ＳＤＣＣＨなど）を発信デバイス３１５－ｄに割り当て得る。発信デ
バイス３１５－ｄは、割り当てられたリソースを使用してネットワーク１３０－ｅにサー
ビス要求メッセージ６４３を送信し得る。サービス要求メッセージ６４３は、発信デバイ
ス３１５－ｄが音声呼の確立を要求していることを示し得る。サービス要求メッセージ６
４３は、実時間メッセージングサービスタイプのインジケータを含み得る。ネットワーク
は、発信デバイス３１５－ｄの認証および／または暗号化６４４を実行し得る。認証およ
び／または暗号化６４４の後、発信デバイス３１５－ｄは、宛先デバイス３２０－ｄへの
アドレッシング情報を含み得る、呼設定メッセージ６４５をネットワーク１３０－ｅに送
信し得る。シグナリングフロー６００に示されるように、実時間メッセージサービスタイ
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プのインジケータは、サービス要求メッセージ６４３および／または呼設定メッセージ６
４５に含まれ得る。
【００６８】
　[0081]ネットワーク１３０－ｅは、呼に応答するために宛先デバイス３２０－ｄが利用
できることを見つけ確認するためにページング動作６５０を実行し得る。ページング動作
６５０は、ネットワーク１３０－ｅによってページングメッセージング６５１を送信する
ことと、宛先デバイス３２０－ｄから接続要求メッセージ６５２を受信することとを含み
得る。ネットワーク１３０－ｅは、即時割当てメッセージ６５３を使用してリソース（た
とえば、ＤＣＣＨなど）を宛先デバイス３２０－ｄに割り当てることができ、宛先デバイ
ス３２０－ｄは、ネットワーク１３０－ｅにページング応答６５４を送信することができ
る。認証／暗号化６５５の後、ネットワーク１３０－ｅは、宛先デバイス３２０－ｄに設
定メッセージ６５６を送信し得る。設定メッセージ６５６は、宛先デバイス３２０－ｄが
発信デバイス３１５－ｄからの着信呼を有することを宛先デバイス３２０－ｄに示し得る
。宛先デバイス３２０－ｄは、呼確認メッセージ６５７を使用して呼設定メッセージの受
信を確認することによって応答し得る。ページング動作６５０の後、宛先デバイス３２０
－ｄは、呼確認呼状態になり得る。ブロック６６５は、宛先デバイス３２０－ｄが実時間
メッセージングサービスタイプに関連する着信呼セッションに関する呼確認呼状態におい
てアラートメッセージを抑制し得る。
【００６９】
　[0082]次いで、ネットワーク１３０－ｅは、宛先デバイス３２０－ｄがページングされ
呼セッションを確認したことを示す呼進行メッセージ６６０を発信デバイス３１５－ｄに
送信し得る。発信デバイス３１５－ｄは、呼進行メッセージ６６０を受信すると、既存の
ＳＭＳメッセージプロトコルシグナリングを使用してデータメッセージ６７２においてＳ
ＭＳメッセージを送信し得る。シグナリングフロー５００と同様に、ＳＭＳメッセージは
、従来のＳＭＳメッセージングの蓄積／転送機構において場合によっては起こり得る遅延
なしにデータメッセージ６７４において宛先デバイス３２０－ｄに送信され得る。
【００７０】
　[0083]宛先デバイス３２０－ｄは、ネットワーク１３０－ｅに肯定応答メッセージ６７
６を送信することによってＳＭＳメッセージを受信したことを確認し得る。ネットワーク
１３０－ｅは、発信デバイス３１５－ｄに肯定応答メッセージ６７８を送信し得る。シグ
ナリングフロー５００と同様に、肯定応答メッセージ６７８は、ＳＭＳメッセージがネッ
トワーク１３０－ｅおよび／または宛先デバイス３２０－ｄによって受信されたことを確
認し得る。
【００７１】
　[0084]ステップ６８０において、呼セッション設定が終了し得る。シグナリングメッセ
ージ６８５および６９０は、次いで、シグナリングフロー６００中のシグナリングチャネ
ル設定が解放され得ることを示す。特に、呼設定の終了は、ネットワーク１３０－ｅと、
発信デバイス３１５－ｄおよび／または宛先デバイス３２０－ｄとの間のトラフィック無
線ベアラおよび／またはトラフィックチャネルの確立前に実行され得る。このように、シ
グナリングフロー６００に示される呼セッション設定プロセスは、ネットワーク１３０－
ｅのトラフィックチャネルリソースを消費することなく実行され得る。いくつかの実施形
態では、呼セッション設定は、発信デバイス３１５－ｄによって終了され得る。たとえば
、発信デバイス３１５－ｄは、ネットワーク１３０－ｅからのトラフィック無線ベアラ設
定メッセージングおよび／またはトラフィックチャネル設定メッセージングに応答しない
可能性があるか、または、発信デバイス３１５－ｄは、ネットワーク１３０－ｅからのト
ラフィック無線ベアラ設定メッセージングおよび／またはトラフィックチャネル設定メッ
セージングに応答して非肯定応答（ＮＡＣＫ）メッセージを送信する可能性がある。いく
つかの実施形態では、呼セッション設定は、ネットワーク１３０－ｅによって終了され得
る。たとえば、ネットワーク１３０－ｅは、呼セッションがトラフィック無線ベアラ設定
および／またはトラフィックチャネル設定なしに終了すべきであることを示すメッセージ
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を送信し得る。いくつかの実施形態では、ステップ６８０において、呼セッション設定は
、発信デバイス３１５－ｄまたはネットワーク１３０－ｅのいずれかによる明確な終了シ
グナリングなしに終了する。実時間メッセージングサービスタイプのインジケータで発信
デバイス３１５－ｄが呼セッション設定を開始したので、発信デバイス３１５－ｄ、ネッ
トワーク１３０－ｅ、および／または宛先デバイス３２０－ｄは、ステップ６８０におい
て、明確な呼セッション終了を送信および／または受信することなく、矢印６８５および
６９０によって示されるように、確立された呼セッションチャネル（たとえば、ＤＣＣＨ
、ＳＤＣＣＨなど）を解放し得る。
【００７２】
　[0085]シグナリングフロー６００はＧＳＭまたはＵＭＴＳのネットワークを介した実時
間ＳＭＳ送達の動作を示すが、当業者は、開示された技術が他のタイプのネットワークに
容易に拡張され得ることを諒解するであろう。たとえば、シグナリングフロー６００と同
様のシーケンスは、他の無線技術を使用したネットワーク（たとえば、ＣＤＭＡ、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａネットワークなど）におけるモバイル発信および／またはモバイル着信の実
時間ＳＭＳ送達に使用され得る。たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発信
デバイスは、ネットワーク１３０とのＲＲＣ接続を確立し、呼セッションを開始するため
にサービス要求メッセージを送信し得る。発信デバイスは、宛先デバイスがページングさ
れたことを示す呼進行メッセージを受信し、次いで宛先デバイスにＳＭＳメッセージを送
信し得る。次いで、発信デバイスは、発信デバイスと宛先デバイスとの間のトラフィック
チャネルを確立する前に（たとえば、ユーザデータのためのベアラのアクティブ化の前に
）呼設定を終了し得る。
【００７３】
　[0086]特に、シグナリングフロー５００および／または６００と同様のシーケンスは、
同じまたは異なるＲＡＴを使用して発信デバイスおよび／または宛先デバイスが異なるネ
ットワークに接続される場合に使用され得る。加えて、同様のシーケンスは、発信デバイ
ス３１５および／または宛先デバイス３２０がネットワークに接続される非モバイルデバ
イス（たとえば、ＳＭＥ２２０など）である場合に使用され得る。たとえば、同様のシグ
ナリングフローは、宛先デバイスがネットワークと通信中のモバイルデバイス１１５であ
り、発信デバイスが同じまたは異なるネットワーク上のＳＭＥである場合に使用され得る
。
【００７４】
　[0087]再び図２を参照すると、シグナリングフロー５００および／または６００と同様
のシーケンスは、ＳＭＥ２２０からモバイルデバイス１１５－ａおよび／またはモバイル
デバイス１１５－ｂに実時間ＳＭＳを送信するために使用され得る。これらの事例では、
ＳＭＥ２２０は、概してシグナリングフロー５００および／もしくは６００に示された発
信デバイス３１５－ｃおよび／もしくは３１５－ｄとネットワーク１３０との間のシグナ
リングメッセージに対応する、ネットワーク１３０とのシグナリング接続（たとえば、Ｐ
ＳＴＮ、ＩＳＤＮ、ＰＤＮなど）を介して音声およびＳＭＳのシグナリング（たとえば、
ＳＳ７、ＳＭＰＰなど）用の１つまたは複数のプロトコルを使用し得る。たとえば、ＳＭ
Ｅ２２０は、実時間ＳＭＳメッセージサービスタイプを示す、宛先デバイスとの呼セッシ
ョンを設定するための呼要求を送信し、宛先デバイスがページングされたおよび／または
呼セッションを確認したことを示す呼確認メッセージを受信し、ＳＭＳメッセージを送信
し、呼セッションを終了することによって、モバイルデバイス１１５－ａおよび／または
モバイルデバイス１１５－ｂなどの宛先デバイスに実時間ＳＭＳを送信するために、ＳＳ
７、ＳＭＰＰ、ならびに／または他の音声およびメッセージングのプロトコルを使用し得
る。
【００７５】
　[0088]さらに図２を参照すると、シグナリングフロー５００および／または６００と同
様のシーケンスは、モバイルデバイス１１５－ａおよび／またはモバイルデバイス１１５
－ｂからＳＭＥ２２０に実時間ＳＭＳを送信するために使用され得る。これらの事例では
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、ネットワーク１３０からＳＭＥ２２０へのシグナリングは、概してシグナリングフロー
５００および／または６００において示されたネットワーク１３０と宛先デバイス３２０
との間のシグナリングメッセージに対応する、音声およびメッセージングのプロトコルシ
グナリング（たとえば、ＳＳ７、ＳＭＰＰなど）を使用して実行され得る。
【００７６】
　[0089]特に、シグナリングフロー３００、４００、５００、および／または６００は、
発信デバイス３１５およびネットワーク１３０が実時間メッセージングサービスタイプに
より拡張モバイルプロトコルスタックをサポートするが、宛先デバイス３２０はサポート
し得ないシナリオに適用可能である。これらの混合されたシナリオでは、発信デバイス３
１５とネットワーク１３０との間の呼セッション設定は、シグナリングフロー５００およ
び／または６００に従って実行され得るが、ネットワーク１３０と宛先デバイス３２０と
の間のシグナリングは、シグナリングフロー３００および／または４００に従って実行さ
れる。たとえば、発信デバイス３１５は、宛先デバイス３２０で実時間ＳＭＳを実行する
ためにシグナリングフロー５００および／または６００に対応するシグナリングを使用し
得るが、ネットワーク１３０は、シグナリングフロー３００および／または４００に示さ
れたように、既存のプロトコルスタックを使用して、宛先デバイス３２０をページングし
、宛先デバイス３２０にＳＭＳを転送し得る。
【００７７】
　[0090]次に図７を参照すると、様々な実施形態による、実時間ＳＭＳメッセージングの
ために採用され得るデバイス７００のブロック図が示されている。デバイス７００は、図
３、図４、図５、および／または図６に関して説明された発信デバイス３１５の１つまた
は複数の態様を示し得る。デバイス７００は、図１および／または図２に示されたモバイ
ルデバイス１１５および／またはＳＭＥ２２０の１つまたは複数の態様を示し得る。デバ
イス７００は、プロセッサでもあり得る。デバイス７００は、送信機／受信機モジュール
７１０、メッセージング制御モジュール７２０、呼セッション制御モジュール７３０、お
よび／または実時間メッセージングアプリケーション７４０を含み得る。これらの構成要
素の各々は、互いに通信し得る。デバイス７００および／またはその構成要素は、モバイ
ルデバイス１１５、ネットワークエンティティ（たとえば、ＧＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ
２４５、ＰＤＮ２２５など）、および／または基地局１０５などの他のデバイスからの通
信を送信および／または受信するように構成され得る。
【００７８】
　[0091]実時間メッセージングアプリケーション７４０は、宛先デバイスに実時間ＳＭＳ
を送信するためにアプリケーション７４０を導く入力を（たとえば、ユーザ、またはデバ
イス７００上で動作する別のアプリケーションおよび／もしくはプロセスから）受信し得
る。たとえば、ユーザは、説明した実施形態による実時間メッセージングに関連するＳＭ
Ｓメッセージを送信するためのオプションを選択し得る。実時間メッセージングアプリケ
ーション７４０は、宛先デバイスとの呼セッションを設定し、呼セッション内でＳＭＳメ
ッセージを送信することによって宛先デバイスに実時間ＳＭＳを送信するために呼セッシ
ョン制御モジュール７３０およびメッセージング制御モジュール７２０と通信し得る。実
施形態では、実時間メッセージングアプリケーション７４０は、宛先デバイスとの呼セッ
ションを開始するために呼セッション制御モジュール７３０と通信する。呼セッション制
御モジュール７３０は、呼セッションを受信するために宛先デバイスが利用できることを
示す呼確認メッセージを受信することができ、実時間メッセージングアプリケーション７
４０に呼確認メッセージを転送することができる。実時間メッセージングアプリケーショ
ンは、既存のＳＭＳプロトコルを使用して宛先デバイスにＳＭＳメッセージを送信するた
めにメッセージング制御モジュール７２０と通信し得る。実時間メッセージングアプリケ
ーション７４０は、メッセージング制御モジュール７２０を介して、メッセージが受信さ
れたことを示す確認メッセージを受信し得る。実時間メッセージングアプリケーション７
４０は、次いで、呼セッション制御モジュール７３０を介して呼セッションを終了し得る
。実施形態では、実時間メッセージングアプリケーション７４０、呼セッション制御モジ
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ュール７３０、および／またはメッセージング制御モジュール７２０は、呼セッションを
開始する際に実時間メッセージング呼セッションタイプのインジケータを送信することに
よって実時間メッセージングをサポートする。
【００７９】
　[0092]デバイス７００はまた、実時間ＳＭＳメッセージを受信するように構成され得る
。たとえば、呼セッション制御モジュール７３０は、実時間ＳＭＳメッセージング呼セッ
ションタイプに関連する呼セッションを確立するためにネットワークからページングを受
信し得る。呼セッション制御モジュール７３０は、呼確認メッセージを送信しおよび／ま
たは呼確認呼状態に入ることによってページングメッセージに応答し得る。呼確認呼状態
では、呼セッション制御モジュール７３０は、典型的には呼確認呼状態に関連するアラー
トメッセージングを抑制し得る。
【００８０】
　[0093]デバイス７００の構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可
能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数
の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得
る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他の
タイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され
得る。各モジュールの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用また
は特定用途向けプロセッサによって実行されるためにフォーマットされた、メモリ中に組
み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００８１】
　[0094]次に図８Ａを参照すると、ブロック図は、様々な実施形態による呼セッション制
御モジュール７３０－ａの一例を示す。呼セッション制御モジュール７３０－ａは、たと
えば、デバイス７００から実時間ＳＭＳメッセージを送信することを対象とする、図７に
示された呼セッション制御モジュール７３０の態様を示し得る。呼セッション制御モジュ
ール７３０－ａは、呼セッション開始モジュール８３２、呼確認モジュール８３４、およ
び／または呼セッション終了モジュール８３６を含み得る。
【００８２】
　[0095]呼セッション開始モジュール８３２は、接続要求、サービス要求、および／また
は呼設定メッセージなどの呼開始シグナリングを生成しおよび／または送信することによ
って呼セッションを開始し得る。呼セッション開始モジュール８３２は、呼セッション設
定の目的が実時間ＳＭＳを送信することを示す呼セッションタイプを送信するための呼開
始シグナリングに対する拡張をサポートし得る。呼確認モジュール８３４は、呼進行メッ
セージなどの呼確認シグナリングを受信および／または処理し得る。呼セッション終了モ
ジュール８３６は、呼セッションを終了し得る。
【００８３】
　[0096]次に図８Ｂを参照すると、ブロック図は、様々な実施形態による呼セッション制
御モジュール７３０－ｂの一例を示す。呼セッション制御モジュール７３０－ｂは、たと
えば、実時間ＳＭＳメッセージを受信することを対象とする、図７に示された呼セッショ
ン制御モジュール７３０の態様を示し得る。特に、呼セッション制御モジュール７３０は
、図８Ａに示される、実時間ＳＭＳメッセージを送信するためのモジュールのうちの１つ
もしくは複数、および／または図８Ｂに示される、実時間ＳＭＳメッセージを受信するた
めのモジュールのうちの１つもしくは複数を含み得る。呼セッション制御モジュール７３
０－ｂは、ページングモジュール８４２および／またはアラート抑制モジュール８４４を
含み得る。
【００８４】
　[0097]ページングモジュール８４２は、実時間ＳＭＳメッセージング呼セッションタイ
プに関連する呼セッションを確立するためにネットワークからページングを受信し得る。
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ページングモジュール８４２は、呼確認メッセージを送信することによってページングメ
ッセージに応答し得る。ページングモジュール８４２が呼確認メッセージを送信するとき
、呼セッション制御モジュール７３０－ｂは、呼確認呼状態に入り得る。呼確認呼状態で
は、アラート抑制モジュール８４４は、典型的には呼確認呼状態に関連するアラートメッ
セージングの送信を抑制し得る。
【００８５】
　[0098]図９は、様々な実施形態による、実時間ＳＭＳメッセージングのために構成され
たモバイルデバイス１１５－ｃのブロック図９００である。モバイルデバイス１１５－ｃ
は、パーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコン
ピュータ、タブレットコンピュータなど）、セルラ電話、ＰＤＡ、スマートフォン、デジ
タルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネット器具、ゲームコンソール、電子リーダな
どの、様々な構成のうちのいずれかを有し得る。モバイルデバイス１１５－ｃは、モバイ
ル操作を容易にするために、小型バッテリーなどの内部電源（図示せず）を有し得る。い
くつかの実施形態では、モバイルデバイス１１５－ｃは、図１および／または図２のモバ
イルデバイス１１５であり得る。
【００８６】
　[0099]モバイルデバイス１１５－ｃは、概して、通信を送信するための構成要素と通信
を受信するための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含
み得る。モバイルデバイス１１５－ｄは、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）
直接または間接的に各々互いに通信し得る、トランシーバモジュール９１０と、アンテナ
９０５と、メモリ９８０と、プロセッサモジュール９７０とを含み得る。トランシーバモ
ジュール９１０は、上記で説明したように、アンテナ９０５および／または１つもしくは
複数の有線リンクもしくはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと
双方向に通信するように構成される。たとえば、トランシーバモジュール９１０は、図１
の基地局１０５および／または図２のネットワークセル２０５と双方向に通信するように
構成され得る。トランシーバモジュール９１０は、パケットを変調し、変調されたパケッ
トを送信のためのアンテナ９０５に提供し、アンテナ９０５から受信されたパケットを復
調するように構成されたモデムを含み得る。モバイルデバイス１１５－ｃは単一のアンテ
ナ９０５を含み得るが、モバイルデバイス１１５－ｃは、複数のワイヤレス送信を同時に
送信および／または受信することが可能な複数のアンテナ９０５を有し得る。
【００８７】
　[0100]メモリ９８０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ９８０は、実行される際に、プロセッサモジュール９７０に
本明細書で説明する様々な機能（たとえば、呼処理、データベース管理、メッセージルー
ティングなど）を実行させるように構成された命令を含むコンピュータ可読、コンピュー
タ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード９８５を記憶し得る。代替的に、ソフト
ウェア／ファームウェアコード９８５は、プロセッサモジュール９７０によって直接的に
実行可能でない場合があるが、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき）コンピュー
タに本明細書で説明する機能を実行させるように構成され得る。
【００８８】
　[0101]プロセッサモジュール９７０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たと
えば、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎまたはＡＭＤ（登録商標）製のも
のなどの中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）などを含み得る。モバイルデバイス１１５－ｃは、マイクロフォンを介して音
響を受信し、その音響を、受信した音響を表す（たとえば、長さ２０ｍｓ、長さ３０ｍｓ
などの）パケットに変換し、その音響パケットをトランシーバモジュール９１０に提供し
、ユーザが話しているかどうかの表示を提供するように構成された音声エンコーダ（図示
せず）を含み得る。代替的に、ボイスエンコーダはパケットのみをトランシーバモジュー
ル９１０に提供し、パケット自体の提供または保留／抑制が、ユーザが話しているかどう
かの表示を提供し得る。音声エンコーダが分離したモジュールに実装され得るか、または
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、音声エンコーダの機能がプロセッサ９７０によって実行され得る。
【００８９】
　[0102]図９のアーキテクチャによれば、モバイルデバイス１１５－ｃは、通信管理モジ
ュール９６０をさらに含み得る。通信管理モジュール９６０は、基地局１０５との通信を
管理し得る。例として、通信管理モジュール９６０は、バスを介してモバイルデバイス１
１５－ｃの他の構成要素の一部またはすべてと通信中のモバイルデバイス１１５－ｃの構
成要素であり得る。代替的に、通信管理モジュール９６０の機能は、トランシーバモジュ
ール９１０の構成要素として、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロ
セッサモジュール９７０の１つもしくは複数のコントローラ要素として実装され得る。
【００９０】
　[0103]いくつかの実施形態では、ハンドオーバモジュール９６５は、ある基地局１０５
から別の基地局へのモバイルデバイス１１５－ｃのハンドオーバプロシージャを実行する
ために利用され得る。たとえば、ハンドオーバモジュール９６５は、音声通信が基地局か
ら受信されている、ある基地局から別の基地局へのモバイルデバイス１１５－ｃのハンド
オーバプロシージャを実行し得る。
【００９１】
　[0104]モバイルデバイス１１５－ｃは、図３、図４、図５、および／または図６に示さ
れたように、実時間ＳＭＳメッセージを送信および受信するように構成され得る。モバイ
ルデバイス１１５－ｃは、宛先デバイスとの呼セッションを設定し、呼セッション内でＳ
ＭＳメッセージを送信することによって実時間ＳＭＳメッセージを送信し得る。実施形態
では、モバイルデバイス１１５－ｃは、呼セッションを開始する際に実時間メッセージン
グ呼セッションタイプのインジケータを送信することによって実時間メッセージングをサ
ポートする。モバイルデバイス１１５－ｃは、ネットワークとのトラフィック無線ベアラ
および／またはトラフィックチャネルの確立前に呼セッションを終了し得る。
【００９２】
　[0105]モバイルデバイス１１５－ｃの構成要素は、図７のデバイス７００に関して上記
で説明した態様を実装するように構成され得るが、簡潔のために、ここでは繰り返されな
くてよい。たとえば、呼セッション制御モジュール７３０－ｃは、呼セッション制御モジ
ュール７３０と同様の機能を含む可能性があり、メッセージング制御モジュール７２０－
ａは、メッセージング制御モジュール７２０と同様の機能を含む可能性がある。
【００９３】
　[0106]図１０は、様々な実施形態によるコアネットワーク１３０－ｆを示すブロック図
１０００である。コアネットワーク１３０－ｆは、図１、図２、図３、図４、図５、およ
び／または図６に示されたコアネットワーク１３０の態様の一例であり得る。コアネット
ワーク１３０－ｆは、呼セッション管理モジュール１０２０および／またはメッセージン
グ管理モジュール１０５０を含み得る。呼セッション管理モジュール１０２０は、呼要求
処理モジュール１０３０、ページングモジュール１０３５、および／または接続モジュー
ル１０４０を含み得る。メッセージング管理モジュール１０５０は、メッセージング転送
モジュール１０６０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信し得る。コアネ
ットワーク１３０－ｆおよび／またはその構成要素は、モバイルデバイス１１５、ネット
ワークセル２０５、および／または他のネットワークエンティティ（たとえば、ＰＤＮ２
２５など）などの他のデバイスからの通信を送信および／または受信するように構成され
得る。
【００９４】
　[0107]呼セッション管理モジュール１０２０は、発信デバイスと宛先デバイスとの間の
呼セッションを確立するための呼セッション要求を受信することができ、これらの要求は
、呼要求処理モジュール１０３０によって処理され得る。ページングモジュール１０３５
は、宛先デバイスをページングすることができ、接続モジュール１０４０は、宛先デバイ
スとの接続を管理することができる。アラート抑制モジュール１０４５は、実時間ＳＭＳ
メッセージサービスにおいて宛先デバイスから発信デバイスへのアラートメッセージの中
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継を抑制し得る。メッセージ管理モジュール１０５０は、宛先デバイスへの送達用のデー
タメッセージ（たとえば、ＳＭＳなど）を受信し、メッセージ転送モジュール１０６０を
介して宛先デバイスにメッセージを転送することができる。
【００９５】
　[0108]実施形態では、呼セッション管理モジュール１０２０は、要求される呼セッショ
ンが実時間ＳＭＳメッセージに関連することを示す呼セッション要求を発信デバイスから
受信し得る。ページングモジュール１０３５は、宛先デバイスをページングし、呼セッシ
ョンが実時間ＳＭＳメッセージサービスに関連するというインジケータを含み得る。接続
モジュール１０４０は、宛先デバイスが呼確認状態であると決定し得る。呼セッション管
理モジュール１０２０は、宛先デバイスからアラートメッセージを受信することができ、
アラート抑制モジュール１０４５は、発信デバイスまでのアラートメッセージの中継を抑
制し得る。メッセージング管理モジュール１０５０は、様々な実施形態による、アカウン
ティング、および／または付加価値サービスとして実時間ＳＭＳメッセージングを提供す
ることに関連する他の機能を実行し得る。
【００９６】
　[0109]コアネットワーク１３０－ｆの様々なモジュールの機能が、ＭＳＣエンティティ
、ＳＭＳＣエンティティ、ＧＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣエンティティ、および／または他
のエンティティなどの１つまたは複数のネットワークエンティティに実装され得ることが
諒解されよう。コアネットワーク１３０－ｆの図示されたモジュールは、これらのネット
ワークエンティティのうちの１つまたは複数内のサーバ上に存在するプロセスを表し得る
。図示されたモジュールの機能／プロセスは、１つまたは複数の集積回路上で１つまたは
複数の処理ユニット（またはコア）によって実行され得る。他の実施形態では、当技術分
野で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、Ａ
ＳＩＣ、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（
ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各モジュールの機能はまた
、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによっ
て実行されるためにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され
得る。
【００９７】
　[0110]図１１は、様々な実施形態による、実時間ＳＭＳメッセージングのためのシステ
ム１１００のブロック図である。このシステム１１００は、図１のシステム１００および
／または図２のシステム２００の一例であり得る。基地局１０５－ａおよび／またはデバ
イス１１５－ｄは、複数のアンテナを使用する多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信が可能であ
り得る。基地局１０５－ａは、アンテナ１１３４－ａ～１１３４－ｘを備えることができ
、モバイルデバイス１１５－ｄは、アンテナ１１５２－ａ～１１５２－ｎを備えることが
できる。
【００９８】
　[0111]基地局１０５において、送信プロセッサ１１２０がデータソースからデータを受
信し得る。送信機プロセッサ１１２０は、データを処理し得る。送信機プロセッサ１１２
０はまた、基準シンボルとセル固有基準信号とを生成し得る。送信（ＴＸ）ＭＩＭＯプロ
セッサ１１３０が、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／または基
準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実施することができ、出
力シンボルストリームを送信変調器１１３２－ａ～１１３２－ｘに提供し得る。各変調器
１１３２は、出力サンプルストリームを取得するために（たとえば、ＯＦＤＭなどに関す
る）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各変調器１１３２は、ダウンリン
ク（ＤＬ）信号を取得するために、その出力サンプルストリームをさらに処理（たとえば
、アナログ変換、増幅、フィルタリング、およびアップコンバート）することができる。
一例では、変調器１１３２－ａ～１１３２－ｘのＤＬ信号は、それぞれ、アンテナ１１３
４－ａ～１１３４－ｘを介して送信され得る。送信機プロセッサ１１２０は、プロセッサ
１１４０から情報を受信し得る。プロセッサ１１４０は、モバイルデバイス１１５－ｄへ
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のおよびモバイルデバイス１１５－ｄからの実時間ＳＭＳメッセージングをサポートする
ように構成され得る。たとえば、プロセッサ１１４０は、別のモバイルデバイス１１５ま
たはＳＭＥ２２０から発信しモバイルデバイス１１５－ｄに着信する実時間メッセージン
グをサポートし得る。プロセッサ１１４０は、発信デバイスとモバイルデバイス１１５－
ｄとの間の呼セッションを確立するために発信デバイスからの呼セッション要求を受信し
得る。プロセッサ１１４０は、モバイルデバイス１１５－ｄをページングし、モバイルデ
バイス１１５－ｄとの接続を確立することができる。プロセッサ１１４０は、実時間ＳＭ
Ｓメッセージサービスにおいてモバイルデバイス１１５－ｄから発信デバイスへのアラー
トメッセージの中継を抑制し得る。プロセッサ１１４０は、モバイルデバイス１１５－ｄ
への送達用のデータメッセージ（たとえば、ＳＭＳなど）を受信し、モバイルデバイス１
１５－ｄにメッセージを転送することができる。プロセッサ１１４０は、モバイルデバイ
ス１１５－ｄにおいて発信された実時間メッセージングをサポートすることもできる。
【００９９】
　[0112]実施形態では、プロセッサ１１４０は、実時間メッセージング呼タイプにより拡
張されたプロトコルスタックを使用して実時間メッセージングをサポートし得る。プロセ
ッサ１１４０は、要求される呼セッションが実時間ＳＭＳメッセージに関連することを示
す呼セッション要求を発信デバイスから受信し得る。プロセッサ１１４０は、宛先デバイ
スをページングし、呼セッションが実時間ＳＭＳメッセージサービスに関連するというイ
ンジケータを含む。プロセッサ１１４０は、宛先デバイスが呼確認状態であると決定し得
る。プロセッサ１１４０は、宛先デバイスからアラートメッセージを受信することができ
、発信デバイスまでのアラートメッセージの中継を抑制し得る。プロセッサ１１４０は、
様々な実施形態による、アカウンティング、および／または付加価値サービスとして実時
間ＳＭＳメッセージングを提供することに関連する他の機能を実行し得る。いくつかの実
施形態では、プロセッサ１１４０は、汎用プロセッサ、送信機プロセッサ１１２０、およ
び／または受信機プロセッサ１１３８の一部として実装され得る。メモリ１１４２が、プ
ロセッサ１１４０に結合され得る。
【０１００】
　[0113]モバイルデバイス１１５－ｄにおいて、モバイルデバイスアンテナ１１５２－ａ
～１１５２－ｎは、基地局１０５－ａからＤＬ信号を受信することができ、受信信号をそ
れぞれ復調器１１５４－ａ～１１５４－ｎに提供し得る。各復調器１１５４は、入力サン
プルを取得するために、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタリング、増幅、
ダウンコンバート、およびデジタル化）することができる。各復調器１１５４は、受信シ
ンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどに関する）入力サンプルをさらに処
理することができる。ＭＩＭＯ検出器１１５６は、すべての復調器１１５４－ａ～１１５
４－ｎから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出
を実行し、検出シンボルを提供することができる。受信機プロセッサ１１５８は、検出シ
ンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、モバイルデバイス
１１５－ｄの復号データをデータ出力に与え、復号制御情報をプロセッサ１１８０または
メモリ１１８２に与えることができる。
【０１０１】
　[0114]アップリンク（ＵＬ）上で、モバイルデバイス１１５－ｄにおいて、送信機プロ
セッサ１１６４は、データソースからデータを受信し処理し得る。送信機プロセッサ１１
６４は、基準信号のための基準シンボルを生成することもできる。送信機プロセッサ１１
６４からのシンボルは、適用可能な場合に送信ＭＩＭＯプロセッサ１１６６によってプリ
コードされ、（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡなどに関して）復調器１１５４－ａ～１１５４
－ｎによってさらに処理され、基地局１０５－ａから受信した送信パラメータに従って基
地局１０５－ａに送信され得る。基地局１０５－ａでは、モバイルデバイス１１５－ｄか
らのＵＬ信号は、アンテナ１１３４によって受信され、復調器１１３２によって処理され
、適用可能な場合にＭＩＭＯ検出器１１３６によって検出され、受信機プロセッサによっ
てさらに処理され得る。受信機プロセッサ１１３８は、復号データをデータ出力とプロセ
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ッサ１１８０とに与え得る。いくつかの実施形態では、プロセッサ１１８０は、汎用プロ
セッサ、送信機プロセッサ１１６４、および／または受信機プロセッサ１１５８の一部と
して実装され得る。
【０１０２】
　[0115]いくつかの実施形態では、プロセッサ１１８０は、モバイルデバイス１１５－ｄ
と、別のモバイルデバイス１１５またはＳＭＥ２２０などの宛先デバイスとの間の実時間
ＳＭＳメッセージング能力を提供するように構成される。プロセッサ１１８０は、モバイ
ルデバイス１１５－ｄと宛先デバイスとの間の呼セッションを開始するために基地局１０
５－ａと通信し、呼セッション内でＳＭＳメッセージを送信し、専用の呼トラフィックリ
ソースの確立前に呼セッション（たとえば、トラフィック無線ベアラおよび／またはトラ
フィックチャネルなど）を終了することによって実時間ＳＭＳメッセージングを実行し得
る。プロセッサ１１８０は、基地局１０５－ａを介してネットワーク１３０に呼セッショ
ン設定メッセージを送信することによって呼セッションを開始し得る。呼セッション設定
メッセージは、たとえば、発信デバイスが宛先デバイスとの音声呼を確立しようと試みて
いることを示し得る。ネットワークは、宛先デバイスをページングするか、または場合に
よっては呼に応答するために宛先デバイスが利用できるかどうかを決定することができる
。ＳＭＳメッセージは、呼に応答するために宛先デバイスが利用できるという呼確認をプ
ロセッサ１１８０が受信する際に送信され得る。次いで、呼セッションは、呼セッション
に関連する、トラフィック無線ベアラおよび／またはトラフィックチャネルの確立前に終
了する可能性がある。
【０１０３】
　[0116]いくつかの実施形態では、プロセッサ１１８０は、ＳＭＳメッセージを送信する
前にモバイルデバイス１１５－ｄと宛先デバイスとの間の呼セッションを確立するための
音声呼設定プロシージャを使用することによって実時間メッセージングを提供するために
、既存のモバイルプロトコルスタックを使用し得る。次いで、ＳＭＳメッセージを送信し
、ＳＭＳメッセージが宛先デバイスによって受信されたという肯定応答を受信するために
、メッセージングプロシージャが使用され得る。呼セッションは、呼に関する、トラフィ
ック無線ベアラおよび／またはトラフィックチャネルの確立前に終了する可能性がある。
【０１０４】
　[0117]いくつかの実施形態では、発信デバイス、ネットワーク、および／または宛先デ
バイス間の呼セッション設定メッセージングにおける実時間ＳＭＳセッションタイプの表
示を提供するために、呼セッションプロトコルスタックが拡張される。これらの実施形態
では、プロセッサ１１８０は、基地局１０５－ａを介してネットワークに呼設定メッセー
ジを送信し、呼設定の理由が宛先デバイスに実時間ＳＭＳを送信することであるというメ
ッセージに示すことができる。プロセッサ１１８０はまた、実時間ＳＭＳメッセージを受
信するように構成され得る。たとえば、プロセッサ１１８０は、実時間ＳＭＳメッセージ
ング呼セッションタイプに関連する呼セッションを確立するためにネットワークからペー
ジングを受信し得る。プロセッサ１１８０は、呼確認メッセージを送信しおよび／または
呼確認呼状態に入ることによってページングメッセージに応答し得る。呼確認呼状態では
、プロセッサ１１８０は、典型的には呼確認呼状態に関連するアラートメッセージングを
抑制し得る。プロセッサ１１８０は、ＳＭＳメッセージを受信することができ、基地局１
０５－ａとの接続は、モバイルデバイス１１５－ｄと基地局１０５－ａとの間のトラフィ
ック無線ベアラおよび／またはトラフィックチャネルの設定前に終了し得る。
【０１０５】
　[0118]図１２を参照すると、様々な実施形態による、実時間ＳＭＳメッセージングため
の方法１２００の流れ図が示されている。方法１２００は、限定はしないが、図１、図２
、図９、および／もしくは図１１に示されているモバイルデバイス１１５、ＳＭＥ２２０
、ならびに／または、図７に示されているデバイス７００を含む、様々な通信デバイスを
利用して実施され得る。
【０１０６】
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　[0119]方法１２００は、本デバイスがワイヤレス通信ネットワークを介して宛先デバイ
スとの呼セッションを開始するブロック１２０５で開始し得る。たとえば、本デバイスは
、宛先デバイスとの呼セッションを確立するためにコアネットワーク１３０に呼セッショ
ン設定要求を送信し得る。いくつかの実施形態では、呼セッション設定要求は、既存のモ
バイルプロトコルスタックを使用して送信され得る。いくつかの実施形態では、モバイル
プロトコルスタックは、呼セッション設定のための実時間メッセージサービスタイプイン
ジケータにより拡張され得る。これらの実施形態では、本デバイスは、宛先デバイスとの
呼セッションを確立するための呼セッション設定要求において実時間メッセージサービス
タイプのインジケータを送信し得る。
【０１０７】
　[0120]ブロック１２１０では、本デバイスは、呼セッションを受信するために宛先デバ
イスが利用できるという呼確認メッセージを受信し得る。宛先デバイスがワイヤレスネッ
トワークに接続されるモバイルデバイスである場合、ネットワークは、宛先デバイスをペ
ージングし、宛先デバイスがページングに応答した際に呼確認メッセージを返し得る。次
いで、ブロック１２１５において、本デバイスは、宛先デバイスにデータメッセージ（た
とえば、ＳＭＳメッセージ）を送信し得る。ブロック１２２０では、本デバイスは、本デ
バイスと宛先デバイスとの間のトラフィックチャネルの確立前に呼セッションを終了し得
る。
【０１０８】
　[0121]図１３を参照すると、様々な実施形態による、実時間ＳＭＳメッセージングため
の方法１３００の流れ図が示されている。方法１３００は、限定はしないが、図１、図２
、および／または図１０に示されている、コアネットワーク１３０のエンティティおよび
／またはノードを含む、様々なネットワークエンティティまたはノードを利用して実装さ
れ得る。
【０１０９】
　[0122]方法１３００は、宛先デバイスにサービスするネットワークノードが、実時間メ
ッセージサービスタイプのインジケータを含む宛先デバイスとの呼セッションを確立する
ための呼セッション要求を発信デバイスから受信する、ブロック１３０５で開始し得る。
ブロック１３０５では、ネットワークノードは、宛先デバイスとの呼セッションを確立し
得る。ネットワークノードは、宛先デバイスが実時間メッセージングサービスタイプをサ
ポートするかどうかを決定し得る。宛先デバイスが実時間メッセージングサービスタイプ
をサポートしない場合、ネットワークノードは、既存のプロトコルスタックを使用して呼
セッションを確立するために宛先デバイスをページングし得る。宛先デバイスが実時間メ
ッセージングサービスタイプをサポートする場合、ネットワークノードは、呼セッション
を設定するために宛先デバイスに対するページングメッセージ内に実時間メッセージング
サービスタイプのインジケータを含み得る。
【０１１０】
　[0123]呼セッションをサポートするために設定された宛先デバイスへの接続がある場合
、ネットワークノードは、ブロック１３１５において、宛先デバイスへの送達のために発
信デバイスからデータメッセージ（たとえば、ＳＭＳメッセージなど）を受信し得る。確
立された接続のために、ネットワークノードは、典型的にはＳＭＳメッセージングの蓄積
／転送アーキテクチャに関連する遅延を受けることなく、ブロック１３２０において宛先
デバイスにデータメッセージを転送し得る。実施形態では、ネットワークノードは、ＳＭ
ＳＣを使用することなく宛先デバイスにメッセージをルーティングし得る一方、他の実施
形態では、メッセージはＳＭＳＣを通過し得るが、ネットワークノードは、ＳＭＳＣが実
質的な遅延なしにメッセージを転送するために宛先デバイスが利用できることをＳＭＳＣ
に同時に通知し得る。
【０１１１】
　[0124]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すものではな
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い。この説明全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例
示の働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」を意
味しない。詳細な説明は、説明される技法の理解を与えるために、具体的な詳細を含む。
しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの
事例では、説明される実施形態の概念を不明瞭にしないように、よく知られている構造お
よびデバイスがブロック図の形式で示される。
【０１１２】
　[0125]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光
場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１１３】
　[0126]本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル
論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、また
は本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実
装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として
、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、また
は状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば
、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成として
も実装され得る。
【０１１４】
　[0127]本明細書で説明する機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ま
たはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェア／ファームウェアで実装した場合、機
能は、１つもしくは複数の命令もしくはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶され
るか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本
開示および添付の特許請求の範囲および趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェア／ファー
ムウェアの性質により、上記で説明した機能は、たとえば、プロセッサ、ハードウェア、
ハードワイヤリング、またはそれらの組合せによって実行されるソフトウェア／ファーム
ウェアを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた、機能の部分が、異なる物理
的ロケーションにおいて実装されるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的
に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「のうち
の少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、
Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙は、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたは
ＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的
列挙を示す。
【０１１５】
　[0128]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクス
トレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または命令もしくはデータ構造の形態の
所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用することができ、汎用もし
くは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任
意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体を適切
に名づけられる。たとえば、ソフトウェア／ファームウェアが、同軸ケーブル、光ファイ
バケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およ
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びマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモ
ートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、Ｄ
ＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含
まれる。ディスク（disk）およびディスク（disc）は、本明細書において用いられるとき
に、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）と、レーザーディスク（登録商標）（disc）と
、光ディスク（disc）と、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）と、フロッピー（
登録商標）ディスク（disk）と、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）とを含み
、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データを
レーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる
。
【０１１６】
　[0129]本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるよう
に提供されたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかであり、本明
細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態
に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例ま
たは一事例を示すものであり、言及した例についての選好を示唆せず、または必要としな
い。したがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるべきでなく、
本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきであ
る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　発信デバイスにおいて、ワイヤレス通信ネットワークを介して宛先デバイスとの呼セッ
ションを開始することと、
　前記呼セッションを受信するために前記宛先デバイスが利用できることを示す呼確認メ
ッセージを受信することと、
　前記宛先デバイスにデータメッセージを送信することと、
　前記発信デバイスと前記宛先デバイスとの間のトラフィックチャネルの確立前に前記呼
セッションを終了することと
を備える、方法。
［Ｃ２］　前記開始することは、
　前記宛先デバイスとの前記呼セッションを確立するための要求を、前記発信デバイスか
ら前記ワイヤレス通信ネットワークに送信すること
を備え、
　前記要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記宛先デバイスにおいて前記データメッセージが受信されたことを示す肯定
応答メッセージを前記宛先デバイスから受信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記呼セッションを終了することは、
　前記呼セッションに関連するトラフィックを搬送するためのトラフィックチャネルを確
立するために前記ワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャネル設定メッセージ
を受信することに応答して前記ワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答（NACK）メッセ
ージを送信すること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記発信デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するよう
に構成されたモバイルデバイスである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記宛先デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するよう
に構成されたモバイルデバイスである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセージ
を備える、Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ８］　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　宛先デバイスにサービスするワイヤレス通信ネットワークのネットワークノードにおい
て、前記宛先デバイスとの呼セッションを確立するための呼セッション要求を発信デバイ
スから受信することと、前記呼セッション要求は、実時間メッセージサービスタイプのイ
ンジケータを備え、
　前記呼セッションをサポートするために前記宛先デバイスへの接続を確立することと、
　前記宛先デバイスへの送達のために前記発信デバイスからデータメッセージを受信する
ことと、
　前記確立された接続内で前記宛先デバイスに前記データメッセージを転送することと
を備える、方法。
［Ｃ１０］　前記実時間メッセージサービスタイプの前記インジケータを備える呼設定メ
ッセージを前記宛先デバイスに送信すること
をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記宛先デバイスにおいて、前記ワイヤレス通信ネットワークからの前記呼
セッションを確立するための前記要求に対応するページングシグナリングを受信すること
と、前記ページングシグナリングは、前記実時間メッセージサービスタイプインジケータ
を備える、
　前記ワイヤレス通信ネットワークへのアラートメッセージングの送信を抑制することと
をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記宛先デバイスからアラートメッセージを受信することと、
　前記発信デバイスへの前記アラートメッセージの転送を抑制することと
をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセー
ジを備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１５］　通信デバイスであって、
　ワイヤレス通信ネットワークを介して宛先デバイスとの呼セッションを開始するための
手段と、
　前記呼セッションを受信するために前記宛先デバイスが利用できることを示す呼確認メ
ッセージを受信するための手段と、
　前記宛先デバイスにデータメッセージを送信するための手段と、
　前記通信デバイスと前記宛先デバイスとの間のトラフィックチャネルの確立前に前記呼
セッションを終了するための手段と
を備える、通信デバイス。
［Ｃ１６］　開始するための前記手段は、
　前記宛先デバイスとの前記呼セッションを確立するための要求を、前記通信デバイスか
ら前記ワイヤレス通信ネットワークに送信するための手段
を備え、
　前記要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを備える、
Ｃ１５に記載の通信デバイス。
［Ｃ１７］　前記宛先デバイスにおいて前記データメッセージが受信されたことを示す肯
定応答メッセージを前記宛先デバイスから受信するための手段
をさらに備える、Ｃ１５に記載の通信デバイス。
［Ｃ１８］　前記呼セッションを終了するための前記手段は、
　前記呼セッションに関連するトラフィックを搬送するためのトラフィックチャネルを確
立するために前記ワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャネル設定メッセージ
を受信することに応答して前記ワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答（NACK）メッセ
ージを送信するための手段
を備える、Ｃ１５に記載の通信デバイス。
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［Ｃ１９］　前記通信デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するよ
うに構成されたモバイルデバイスを備える、Ｃ１５に記載の通信デバイス。
［Ｃ２０］　前記宛先デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するよ
うに構成されたモバイルデバイスである、Ｃ１５に記載の通信デバイス。
［Ｃ２１］　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセー
ジを備える、Ｃ１５に記載の通信デバイス。
［Ｃ２２］　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、Ｃ１５に記載の通信デバ
イス。
［Ｃ２３］　ワイヤレス通信システムであって、
　前記ワイヤレス通信システムのネットワークノードにおいて、前記ワイヤレス通信シス
テムによってサービスされる宛先デバイスとの呼セッションを確立するための呼セッショ
ン要求を発信デバイスから受信するための手段と、前記呼セッション要求は、実時間メッ
セージサービスタイプのインジケータを備え、
　前記呼セッションをサポートするために前記宛先デバイスへの接続を確立するための手
段と、
　前記宛先デバイスへの送達のために前記発信デバイスからデータメッセージを受信する
ための手段と、
　前記確立された接続内で前記宛先デバイスに前記データメッセージを転送するための手
段と
を備える、ワイヤレス通信システム。
［Ｃ２４］　前記実時間メッセージサービスタイプの前記インジケータを備える呼設定メ
ッセージを前記宛先デバイスに送信するための手段
をさらに備える、Ｃ２３に記載のワイヤレス通信システム。
［Ｃ２５］　前記宛先デバイスにおいて、前記ワイヤレス通信システムからの前記呼セッ
ションを確立するための前記要求に対応するページングシグナリングを受信するための手
段と、前記ページングシグナリングは、前記実時間メッセージサービスタイプインジケー
タを備え、
　前記ワイヤレス通信システムへのアラートメッセージングの送信を抑制するための手段
と
をさらに備える、Ｃ２３に記載のワイヤレス通信システム。
［Ｃ２６］　前記宛先デバイスからアラートメッセージを受信するための手段と、
　前記発信デバイスへの前記アラートメッセージの転送を抑制するための手段と
をさらに備える、Ｃ２３に記載のワイヤレス通信システム。
［Ｃ２７］　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、Ｃ２３に記載のワイヤレ
ス通信システム。
［Ｃ２８］　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセー
ジを備える、Ｃ２３に記載のワイヤレス通信システム。
［Ｃ２９］　発信デバイスからデータメッセージを送信するためのコンピュータプログラ
ム製品であって、
　　前記発信デバイスによって、ワイヤレス通信ネットワークを介して宛先デバイスとの
呼セッションを開始するためのコードと、
　　前記呼セッションを受信するために前記宛先デバイスが利用できることを示す呼確認
メッセージを受信するためのコードと、
　　前記宛先デバイスに前記データメッセージを送信するためのコードと、
　　前記発信デバイスと前記宛先デバイスとの間のトラフィックチャネルの確立前に前記
呼セッションを終了するためのコードと
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３０］　前記呼セッションを開始するための前記コードは、
　前記宛先デバイスとの前記呼セッションを確立するための要求を、前記発信デバイスか
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ら前記ワイヤレス通信ネットワークに送信するためのコード
を備え、
　前記要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを備える、
Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３１］　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記宛先デバイスにおいて前記データメッセージが受信されたことを示す肯定応答メッ
セージを前記宛先デバイスから受信するためのコード
をさらに備える、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３２］　前記呼セッションを終了するための前記コードは、
　前記呼セッションに関連するトラフィックを搬送するためのトラフィックチャネルを確
立するために前記ワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャネル設定メッセージ
を受信することに応答して前記ワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答（ＮＡＣＫ）メ
ッセージを送信するためのコード
を備える、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３３］　前記発信デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するよ
うに構成されたモバイルデバイスである、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３４］　前記宛先デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するよ
うに構成されたモバイルデバイスである、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３５］　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセー
ジを備える、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３６］　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、Ｃ２９に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
［Ｃ３７］　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　　宛先デバイスにサービスするワイヤレス通信ネットワークのネットワークノードにお
いて、前記宛先デバイスとの呼セッションを確立するための呼セッション要求を発信デバ
イスから受信するためのコードと、前記呼セッション要求は、実時間メッセージサービス
タイプのインジケータを備え、
　　前記呼セッションをサポートするために前記宛先デバイスへの接続を確立するための
コードと、
　　前記宛先デバイスへの送達のために前記発信デバイスからデータメッセージを受信す
るためのコードと、
　　前記確立された接続内で前記宛先デバイスに前記データメッセージを転送するための
コードと
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３８］　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記実時間メッセージサービスタイプの前記インジケータを備える呼設定メッセージを
前記宛先デバイスに送信するためのコード
をさらに備える、Ｃ３７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３９］　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記宛先デバイスからアラートメッセージを受信するためのコードと、
　前記発信デバイスへの前記アラートメッセージの転送を抑制するためのコードと
をさらに備える、Ｃ３７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４０］　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、Ｃ３７に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
［Ｃ４１］　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセー
ジを備える、Ｃ３７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４２］　通信デバイスであって、
　　ワイヤレス通信ネットワークを介して宛先デバイスとの呼セッションを開始し、
　　前記呼セッションを受信するために前記宛先デバイスが利用できることを示す呼確認
メッセージを受信し、
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　　前記宛先デバイスにデータメッセージを送信し、
　　前記通信デバイスと前記宛先デバイスとの間のトラフィックチャネルの確立前に前記
呼セッションを終了する
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサ
を備える、通信デバイス。
［Ｃ４３］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記宛先デバイスとの前記呼セッションを確立するための要求を、前記通信デバイスか
ら前記ワイヤレス通信ネットワークに送信する
ようにさらに構成され、
　前記要求は、実時間メッセージサービスタイプのインジケータを備える、
Ｃ４２に記載の通信デバイス。
［Ｃ４４］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記宛先デバイスにおいて前記データメッセージが受信されたことを示す肯定応答メッ
セージを前記宛先デバイスから受信する
ようにさらに構成される、Ｃ４２に記載の通信デバイス。
［Ｃ４５］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記呼セッションに関連するトラフィックを搬送するためのトラフィックチャネルを確
立するために前記ワイヤレス通信ネットワークからトラフィックチャネル設定メッセージ
を受信することに応答して前記ワイヤレス通信ネットワークに非肯定応答（NACK）メッセ
ージを送信する
ようにさらに構成される、Ｃ４２に記載の通信デバイス。
［Ｃ４６］　前記通信デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するよ
うに構成されたモバイルデバイスを備える、Ｃ４２に記載の通信デバイス。
［Ｃ４７］　前記宛先デバイスは、前記ワイヤレス通信ネットワークを介して通信するよ
うに構成されたモバイルデバイスである、Ｃ４２に記載の通信デバイス。
［Ｃ４８］　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセー
ジを備える、Ｃ４２に記載の通信デバイス。
［Ｃ４９］　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、Ｃ４２に記載の通信デバ
イス。
［Ｃ５０］　ワイヤレス通信システムであって、
　　前記ワイヤレス通信システムのネットワークノードにおいて、前記ワイヤレス通信シ
ステムによってサービスされる宛先デバイスとの呼セッションを確立するための呼セッシ
ョン要求を発信デバイスから受信し、前記呼セッション要求は、実時間メッセージサービ
スタイプのインジケータを備え、
　　前記呼セッションをサポートするために前記宛先デバイスへの接続を確立し、
　　前記宛先デバイスへの送達のために前記発信デバイスからデータメッセージを受信し
、
　　前記確立された接続内で前記宛先デバイスに前記データメッセージを転送する
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサ
を備える、ワイヤレス通信システム。
［Ｃ５１］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記実時間メッセージサービスタイプの前記インジケータを備える呼設定メッセージを
前記宛先デバイスに送信する
ようにさらに構成される、Ｃ５０に記載のワイヤレス通信システム。
［Ｃ５２］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記宛先デバイスからアラートメッセージを受信し、
　前記発信デバイスへの前記アラートメッセージの転送を抑制する
ようにさらに構成される、Ｃ５０に記載のワイヤレス通信システム。
［Ｃ５３］　前記呼セッションは、音声呼セッションを備える、Ｃ５０に記載のワイヤレ
ス通信システム。
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［Ｃ５４］　前記データメッセージは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセー
ジを備える、Ｃ５０に記載のワイヤレス通信システム。
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